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【例言】

１ 年号については、国内事象は「和暦（西暦）」、世界的事象は

　 「西暦（和暦）」とする。

２ 「　」の表記については、引用文や法律名のほか、固有名詞のうち

　 意味のとりにくいものなどを適宜括る。

３ 固有名や地名については、原則当時の表記に従う。

４ 適宜、ふりがなを付記する（原則、小項目の最初）

５ 地図、表、写真の表示番号については、たとえば第１章の最初の

　 写真は「写真 1-1」というように表記する。

６ いわき市合併（昭和 41 年 10 月）以前において、現在のいわき市域

　 を表現する際には、便宜上「いわき地方」とする。
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発刊のあいさつ

未来に輝く「ふるさと　いわき」をめざして

いわき市長　清水敏男

　いわき市は、昭和41年10月１日に14市町村が大同合併して誕生し、本年、市制施行50周年という半世
紀の節目を迎えました。
　昔からこのいわき地方は、時代の変遷とともに「石城」「磐城」「岩城」と表記されてきましたが、いずれも“い
わき”と呼ばれ、長い間、政治、経済、文化などが一体的な結びつきを持ち、明治時代以降は石炭産業
や漁業、工業を中心に発展してきました。また、昭和30年代初めからのエネルギー革命によって石炭産業
は衰退の一途をたどりましたが、その一方で港湾の整備や工業化が著しく進み、昭和39年には「新産業
都市」に指定され、合併に向けた動きが加速しました。そして、いわき市はまさに大きな転換期に、当時
としては他に例のない14市町村による合併を果たし、誕生したのです。
　合併後は、炭鉱の閉山、北洋サケ・マス漁業からの撤退など幾多の試練に直面しましたが、多くの市民
の皆様によるたゆまぬ努力と英知によって難局を乗り越え、高速交通体系の確立や重要港湾小名浜港の
整備、中核市への移行など、都市基盤の拡充・発展が図られ、南東北の拠点都市として着実に市勢の拡
大を図ってまいりました。
　しかし、平成23年３月に発生した東日本大震災は本市にも深い爪跡を残しました。国内外からの多くの
支援に支えられ、本市は着実に復旧・復興の歩みを進め、震災から５年となる本年までに生活再建の基
盤は整いつつあり、今後は心の復興とともに復興の先を見据えた地方創生の取組みを進めてまいります。
　そして、これまで先人が歩んできた歴史をしっかりと受け継ぎ、市民の皆様と手を携えながら、更なる
50年にむけて、だれもが「住んでよかった。住み続けたい。」と思える魅力にあふれた「明るく元気ないわ
き市」の創造をめざし、まちづくりを推進してまいりたいと考えております。
　この記念誌は、東日本大震災の記録を含め、先人各位が英知と情熱を結集して苦難を乗り越え、未来
を切り開き築き上げてきた本市の軌跡として発刊するものであり、本誌が新しい歴史を創造していくため
の手掛かりとなり、また、市民の皆様がふるさといわきへの理解と愛着を一層深めていただくための一助
となれば幸いです。
　結びに、これまで本市の発展に御尽力いただきました皆様に、あらためて感謝と敬意を表するとともに、
本誌の発刊にあたり御協力を賜りました皆様に御礼申し上げます。
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国内交流都市からのメッセージ

親子都市
昭和61(1986) 年締結

秋田県
由利本荘市
（締結当時・岩城町）

”
両
者
の
縁
の
深
き
こ
と

　
　
　親
子
の
縁
の
如
し   “

■写真・交流都市１  由利本荘市 (旧岩城
　町 )の観光拠点施設「天鷺城」ʤ平成 1ÿ
çï200ýð５月　༝ར本૳市ఏڙʥ

由利本荘市　市章

～交流process＆map～

■図１　秋田県由利本荘市

いわ き まちゆ　り΄ん͡ ΐうし
　岩城ެが中世の時代、ࡏݱのいわき市を౷治し、その後ށߐ時代にࡏݱのळ
えていたという歴史的なԑによって、昭ߏをډ༝ར本૳市ʢక結当時・岩城町ʣにݝా
和ý1ï19ÿýð年̔ 月に਌ࢠ都市をక結しました。క結後、文化、ڭҭなどの෼໺で交
ྲྀを深めています。

　いわき市が市制施行50周年という大きな節目を迎えられましたこ
と、心よりおॕい申し上げます。
　また、本年は、いわき市と༝ར本૳市との「਌ࢠ都市」のໍ໿か
ら30周年という記念す΂き年でもあり、いわき・༝ར本૳྆市民と
。びを෼かち合いたいと思いますتにこのڞ
のԑであるとして、શ国ࢠいឺは਌ڧも深く、切っても切れぬ࠷　
的にも௝しい「਌ࢠ都市」としてໍ໿を結び、これまでその名শを
体ݱするかの೗き਌ີな交ྲྀを続けてまいりました。今後ともݻい
ឺのもと、この交ྲྀが຤Ӭく継続し、྆市が協力し合いさらに༑情
を深めながら、ともに発展していくことを心から͝ف念申し上げま
す。

固い絆のもと末永い交流を

༝ར本૳市長　長୩෦�੣
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兄弟都市
平成９(1997) 年締結

宮崎県
延岡市

磐
城
平
、
延
岡
、
両
藩
の

　
　
　縁
を
絶
や
さ
ず
今
に

■写真・交流都市２　延岡市街
　ʤ平成 25ï2013ð５月　ԆԬ市ఏڙʥ

～交流process＆map～

■図２　宮崎県延岡市

いわきたいらはんしΎ

ざきけんの΂おか�し

ないとうこう みや
ٶのࡏݱいわき市の一෦を治めていた磐城平ൡओ「内౻ެ」がݱ、時代ށߐ　
ԆԬ市へ移られたという歴史的なԑによって、平成̕ݝ࡚ ï199þð年５月にܑఋ都
市をక結しました。క結後、ڭҭ、文化、スϙーπなどの෼໺で交ྲྀを深めていま
す。

延岡市　市章

　いわき市市制施行50周年を心よりおܚび申し上げます。
　いわき市とは、旧ൡओ・内౻ެの͝ԑにより、平成̕年にܑఋ都
市のໍ໿をక結して以来、ࣇಐの૬ޓ交ྲྀやࡇりへの๚໰をは͡
め、文化、スϙーπ౳の様ʑな෼໺で༑情を深めさͤていただいて
おります。
　東日本大震災から５年半が経աし、いわき市では、「ふるさとい
わきの力ڧい復興と創生」に向け、様ʑな施ࡦを展開されておられ
ますが、本市といたしましては、一日もૣい復興をئい、৬һをҾ
き続き೿ݣするなどできるݶりの支援を行ってまいるॴଘです。
　この౓の大きな節目をػܖに、྆市の༑޷のឺがより一層深まり
ますこと、そして、いわき市のӹʑのོ͝੝と市民の皆様の݈͝উ
を͝ف念申し上げます。

「FOKPZ」のݯޠはʦتびʢKPZʣの中へʢFOʣೖるʧ
びのछにあふれたԆԬにたくさんの人が๚れる時代へ向ت
けて「新しいԆԬをָしもうʰԆKPZʱʢエϯδϣΠʣ」
をΩϟονϑϨーζとしました。

これからも揺るぎない
　　　絆と発展的な交流を

ԆԬ市長　ट౻�ਖ਼治
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友好都市
昭和57(1982) 年締結

中国遼寧省
撫順市

石
炭
を
縁
に
日
中
の

　
　架
け
橋
を
い
つ
ま
で
も

■写真・交流都市３  撫順市における石炭の露
　天掘りʤ平成 2ÿï201ýð̓月　෡ॱ市ఏڙʥ

■写真・交流都市５　いわき市・撫順市友好都市締結調印式ʤ昭和 5þï19ÿ2ð
　̐月いわき市ࡱӨʥ

■写真・交流都市４　撫順市
　街全景ʤ平成 2ÿï201ýð̓月
　෡ॱ市ఏڙʥ

～交流process＆map～

■写真・交流都市６　撫順市・労働公園の
　夜景ʤ平成 2ÿï201ýð̓月　෡ॱ市ఏڙʥ

■図３　中国遼寧省撫順市

りΐうͶいしΐうͿ͡ Ύんし
　いわき市と同͡ く石炭などの地Լݯࢿにܙまれ、重化ֶ工業が੝んであ
るというڞ通点があることから、昭和5þï19ÿ2ð年̐ 月にྒྷೡল෡ॱ市と༑޷
都市をక結しました。క結後、経済、ҩྍٕज़、文化、ڭҭなどの෼໺で交
ྲྀを深めています。
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国際姉妹都市
平成３(1991) 年締結

オーストラリア
クイーンズランド州
タウンズビル市

英
語
圏
の
港
湾
都
市
と

　
　友
好
親
善
関
係
を
確
立

■写真・交流都市７  キャッスルヒルの
　頂上から望むタウンズビル市街と港湾
　ʤ平成 2þï2015ð̔月　いわき市ࡱӨʥ

�5PXOTWJMMF�BOE�*XBLJ�IBWF�IFME�B�TUSPOH�GSJFOETIJQ�TJODF�1991�BOE�
UIJT�IBT�BTTJTUFE�PVS�DPNNVOJUJFT�UISPVHI�QFSJPET�PG�DFMFCSBUJPO�
BOE�IBSETIJQ�0VS�GSJFOETIJQ�IBT�QSPWJEFE�CPUI�DJUJFT�XJUI�EJSFDU�
DPOOFDUJWJUZ�UP�UIF�HMPCBMMZ�TJHOJpDBOU�"TJB�1BDJpD�SFHJPO�
�0VS�NVUVBM�SFMBUJPOT�BSF�GPDVTFE�PO�UIF�HPBMT�PG�QSPNPUJOH�
DVMUVSBM�VOEFSTUBOEJOH�JO�BSFBT�PG�USBEF
JOWFTUNFOU
TQPSU
BSUT�BOE�
MFBSOJOH�JODMVEJOH�FEVDBUJPO�FYDIBOHFT�GPS�PVS�ZPVUI�
�5IF�50�ZFBS�BOOJWFSTBSZ�GPS�*XBLJ�JT�CFJOH�IFME�EVSJOH�5PXOTWJMMF`T�
150�ZFBS�BOOJWFSTBSZ�BOE�BT�XF�DFMFCSBUF�PVS�GSJFOETIJQ�JO�201ý�XF�
DBO�MPPL�UP�UIF�GVUVSF�BOE�TUSFOHUIFO�UIF�CPOET�CVJMU�CFUXFFO�PVS�
QFPQMF�

　λ΢ϯζϏル市といわき市は1991年に࢞ຓ都市をక結して以来、ྑ޷な
にڞ難な時もࠔしい時もخいのίϛϡχςΟーにおいてޓを築き、お܎ؔ
支え合い、歩んでࢀりました。
ୡの༑情は、世քで重要な໾ׂを持つΞδΞଠ平洋地Ҭにおいて大きࢲ　
な໾ׂを果たしています。
スϙーπ、ܳज़、また੨গ、ࢿがりを通して、๵қ、౤ܨたちはこのࢲ　
年交ྲྀを含めたڭҭの෼໺において、ޓいの文化の૬ޓ理解を推進するこ
とを目的としています。
　いわき市市制施行50周年記念ࣜయとλ΢ϯζϏル150周年ࣜయは201ý年の
同͡年に重なりましたが、ࢲたちはこれから未来を見つめ、これまでࢲた
ちが築き上げてきたឺをさらにڧめていきたいと考えております。

λ΢ϯζϏル市長　δΣχー・ώル

～交流process＆map～

■図４　オーストラリア
　クイーンズランド州タウンズビル市

　いわき市が国ࡍ交ྲྀに向けたまちづくりを推進するなか、ۙ 代的な港湾
を༗するなど、多くのڞ通点を持つことから、平成３ï1991ð年̔ 月に国࢞ࡍ
ຓ都市をక結しました。క結後、ڭҭ、文化、スϙーπなどの෼໺で交ྲྀを
深めています。
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国際姉妹都市
平成23(2011) 年締結

アメリカハワイ州
カウアイ郡

新
し
い
結
び
つ
き
で

　
　
　さ
ら
に
交
流
を
深
く

■写真・交流都市８　セントレジスプリンス
　ヴィルリゾートから望むハナレイ湾
　ʤ平成 1þï2005ð̕月　Χ΢ΞΠ܊ఏڙʥ

�0O�CFIBMG�PG�UIF�QFPQMF�PG�,BVBʞJ�BOE�/JJIBV
 �*�XPVME
�MJLF�UP�FYUFOE�NZ�IFBSUGFMU�DPOHSBUVMBUJPOT�UP�
UIF�IPOPSBCMF�.BZPS�5PTIJP�4IJNJ[V�BOE�UIF�
QFPQMF�PG�*XBLJ�$JUZ�PO�UIF�DFMFCSBUFE�PDDBTJPO�
PG�ZPVS�5�UI�BOOJWFSTBSZ��
�4JODF�UIF�FTUBCMJTINFOU�PG�*XBLJ�$JUZ
�ZPV�
IBWF�EFNPOTUSBUFE�UP�UIF�XPSME�ZPVS�JODSFEJCMF�
TUSFOHUI�BOE�SFTJMJFODZ��"GUFS�FOEVSJOH�UIF�

　いわき市市制施行50周年に܎り、Χ΢ΞΠౡとχΠϋ΢ౡを代表いたしまして、
ਗ਼ਫහஉ市長様ٴびいわき市の皆様に心からおॕい申し上げます。
　いわき市は誕生以来、様ʑな৔面でڻく΂き力ڧさとෆ۶のਫ਼ਆを世քにࣔして
きました。19ý0年代中期に、炭鉱産業の௿໎期のࠔ難を乗り越えたのちには、ৗ磐
ϋϫΠΞϯηϯλーïࡏݱのスύϦκーτϋϫΠΞϯζðがઃ立され、ࡏݱでは日本
における“ϋϫΠのָԂ”として、ϑϥとϋϫΠΞϯϛϡーδοΫの世ք的にも༗
名なϝοΧとなり、ຖ年、ඦສ人以上もの๚໰٬を魅ྃしています。そのૉ੖らし
いޭ੷は、200þ年にөը「ϑϥΨール」としても大きな஫目をཋびました。
　いわき市は５年લに東日本大震災や௡೾により、ਙ大なඃ֐を受けましたが、こ
の時も、いわきの人ʑは苦しみに͡っと଱え、多くのࠔ難を乗り越えました。
　また同͡く５年લに、いわき市からの๚໰ஂの皆様をΧ΢ΞΠにお迎えし、࢞ຓ
都市ௐҹࣜにてਖ਼ࣜにॺ名することができたことはզʑにとって名༪なことであ
り、この༑情をとてもތりに思っております。
　それでは10月１日にਗ਼ਫ市長やいわき市の皆様におձいできることをָしみにし
ております。

Χ΢ΞΠ܊長
όーφーυ・̥ ・Χόーϩ・+S�

～交流process＆map～

■図５　アメリカハワイ州カウアイ郡

　ΞϝϦΧのϋϫΠभΧ΢ΞΠ܊とは、平成23ï2011ð年̕ 月の࢞
ຓ都市ؔ܎थ立の合意に基づき、ޫ؍、文化、スϙーπなどの
෼໺で交ྲྀを続けてきました。క結から５周年、本市の市制施
行50周年に当たる今年、国࢞ࡍຓ都市をએݴし、さらに交ྲྀを
深めていきます。

TUSVHHMFT�PG�UIF�EFDMJOF�PG�UIF�DPBM�NJOJOH�JOEVTUSZ�JO�UIF�NJE�1�6�T
�+PCBO�
)BXBJJBO�$FOUFS
�OPX�LOPXO�BT�4QB�3FTPSU�)BXBJJBOT
�XBT�CVJMU�JO�ZPVS�
CFBVUJGVM�DJUZ��*U�IBT�FNFSHFE�UP�CFDPNF�+BQBOʟT�“)BXBJJBO�QBSBEJTF”
�B�
XPSME�GBNPVT�NFDDB�GPS�IVMB�BOE�)BXBJJBO�NVTJD�ESBXJOH�NJMMJPOT�PG�
WJTJUPST�FBDI�ZFBS��*UTʟ�QIFOPNFOBM�TVDDFTT�XBT�TQPUMJHIUFE�JO�UIF�NPWJF�
“)VMB�(JSM”�JO�200þ��
�'JWF�ZFBST�BHP
�*XBLJ�$JUZ�TV⒎FSFE�DBUBTUSPQIJDBMMZ�BGUFS�UIF�(SFBU�
5PIPLV�FBSUIRVBLF�BOE�UTVOBNJ
�BOE�PODF�BHBJO
�UIF�QFPQMF�PG�*XBLJ�
FOEVSFE�BOE�PWFSDBNF�NBOZ�DIBMMFOHFT��
　*�XPVME�BMTP�MJLF�UP�BEE�UIBU�JU�XBT�BO�IPOPS�GPS�,BVBħJ�UP�IPTU�BOE�
QBSUJDJQBUF�XJUI�B�EFMFHBUJPO�GSPN�*XBLJ�JO�UIF�TJHOJOH�pWF�ZFBST�BHP�PG�
PVS�P⒏DJBM�4JTUFS�$JUZ�EPDVNFOUT��"OE�XF�BSF�WFSZ�QSPVE�PG�PVS�
GSJFOETIJQ��
　*�MPPL�GPSXBSE�UP�NFFUJOH�.BZPS�4IJNJ[V�BOE�UIF�QFPQMF�PG�*XBLJ�$JUZ�
PO�0DU��1�EVSJOH�NZ�WJTJU�UP�+BQBO�
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第１章
脈
々
と
継
が
れ
た
、

　
い
わ
き
人
の
思
い
●●●通史●●●
太古～昭和 41年
　　　　（1966）

■写真1-中扉3　木材を運ぶ森林軌道のガソリン機関車(貝泊
　村)〔昭和時代初期　本多政勝氏提供〕

■写真1-中扉4　 戦時中の防空訓練(磐城高等女学校) 〔昭和　　
　19(1944)年　菊地昭子氏提供）

■写真1-中扉1　アンモナイトが生きていた時代の
　様子(市アンモナイトセンターの展示)　〔平成４
　(1992)年11月　いわき市撮影〕

■写真1-中扉２　 磐城七浜捕鯨絵巻の一部(中
　之作村)　〔江戸時代初期　いわき市所蔵〕

■写真 1- 中扉 6　船舶で輸送される石炭（小名浜港 1号埠頭 
　の石炭埠頭）　〔昭和 30 年代　比佐不二夫氏提供〕

■写真1-中扉5　蒸気機関車で運ばれる石炭（入山採炭・湯本
　町）　〔昭和10（1935）年頃　岩倉正明・増山茂人氏提供〕

　はるか太古の世界からいわき市誕生まで、いわきを舞台に生きてきた
「いわき人」は、自分のため、家族のため、地域のため、国家のため、
それぞれに夢と希望を持って、文明の発達、技術の進歩とともに、その
時代、時代を懸命に切り開いてきました。
　その過程では戦争、災害などさまざまな困難に遭遇し、打ちひしがれ
そうになったこともありました。それでも、その都度立ち上がり、さま
ざまな人々と手を携えてきました。
　その道のりは、地域特性を捉えながら「いわき」という舞台で先人が
築き上げてきた、いわゆる「いわき」らしさを創ることでもありました。
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1 近代・現代への贈物、石炭と化石（太古）
（1）　化石と石炭の生成
　太古へのロマンをかきたててくれるいわき産の化石、それに石炭産業の形でいわき地方の近代化に大き
く貢献した石炭。この二つは、いずれも太古の時代からの“大地の贈物”です。（図1-1-1）

（2） 化石の時代
　いわき地方においては、昭和43（1968）年10月、市内
大
おお

久
ひさ

町
まち

の大
おお

久
ひさ

川
がわ

左岸で、爬
は

虫
ちゅう

類
るい

首長竜の脊
せき

椎
つい

骨
ぼね

や肋
ろっ

骨
こつ

など全体の７割に当たる骨が発見されました。その
後の調査では、体長６〜７m、首が長く、頭は小さい、
ということが分かりました。
　発見者名と産出した地層名の「双

ふ た ば
葉層

そう
群
ぐん

」をとって、
フタバスズキリュウの和名が提唱され、さらに国際的
研究の検証によって、平成18（2006）年には新属新種の
化石であることが判明し、「フタバサウルス・スズキイ」
の学名が命名されました。
　この地層ができたのは、今から約8,500万年前の中

ちゅう

生
せい

代
だい

白
はく

亜
あ

紀
き

後期で、アンモナイトと大型爬虫類が繁栄
した時代。双葉層群の地層からはさらに大型動物の
化石が出る可能性があるということで注目を浴びまし
た。（写真1-1-1）

　特に、大
おお

久
ひさ

町
まち

鶴
つる

房
ぼう

地内の露頭部分では地表に並行
して化石層が延びていて、保存状態の良い化石があることで知られました。ここには、後の平成４（1992）

 

■図● 地質年代の状況 

石炭 

化石 

注) 地質時代と地層区分は互いに並行している。例えば新生代(地質時代)＝新世界(地層区分) 

地質時代 地層区分 生物界 主な出来事 (万年前) 

新
生
代 

新
世
界 第

三
紀 古第三系 古第三紀 

裸子植物 

(メタセコイア) ・地殻変動による石炭層の形成 

古
生
代 

古
世
界 

第
四
紀 

新第三系 新第三紀 

完新世 

更新世 

二畳紀 

～カンブリア紀 

二畳系 

～カンブリア系 

第四系 
哺乳類、 

被子植物、 

両生類、魚類、 

三葉虫、シダ植物 

・海進(海水面の上昇)、人類の発展 

・段丘の発達 

・石灰岩の形成 

200 

1.700 

2.400 

6.400 

1億 4.000 

2億 800 

2億 4.200 

～5億 

6.400 

中
生
代 

中
世
界 

白亜紀 

ジュラ紀 

三畳紀 

白亜系 

爬虫類 

(フタバスズキリュウ) 

頭足類 

(アンモナイト) 

・寒冷化に伴う巨大爬虫類の

死滅→「化石」化 

・阿武隈高地の花崗岩貫入 

■図 1-1-1　地質時代における石炭と化石の生成

■写真1-1-1　市石炭・化石館に展示されたフタバスズキ
　リュウ　〔平成7（1995）年7月　いわき市撮影〕

注） 地質時代と地層区分は互いに並行している。例えば新生代（地質時代）＝新世界（地層区分） 石炭
化石



−10− −11−

未来へつなぐ「いわき」ものがたり

年11月に露頭部分を観察できる「市アンモナイトセンターが建
設され、実際に体験発掘も行われています。
　ほかにも、巨大アンモナイトや昆虫化石などが多数採集さ
れています。中生代の地層ができるころ、いわき付近は温暖
な気候で、遠浅の海があったとみられています。（写真1-1-2）

（3） 石炭の時代
　いわきへのもう一つの“贈り物”が石炭です。
　中生代に続く6,500万年前から現在までの期間を新

しん
生
せい

代
だい

とよび、第三紀と、現代が含まれる第四紀に分けられます。
第三紀はさらに古第三紀と新第三紀に分かれ、石炭層は約
3,500万年前の古第三紀にできたものです。
　第三紀は地殻変動が激しかった時期ですが、最初気候は
温暖で、いわきの周辺では阿

あ
武
ぶ

隈
くま

高
こう

地
ち

東縁が海岸に面してお
り、メタセコイアやポプラなどが繁茂していました。当時海
岸部分は沈降し、やがて植物群は折り重なって倒れ、完全
に腐敗・分解する前に土砂に埋まるという過程が何度も繰り
返されて、さらに埋没した樹木が地殻変動や火山活動による高温・高圧の影響を受けて石炭化。さらに倒
木と堆積が繰り返されると、数層に及ぶ石炭の層ができあがり、南北約95㎞、東西約５～25㎞に及ぶ推
定埋蔵量100億トンといわれる常磐炭田が形成されました。
　その後、氷

ひょうがき
河期（約12万年前～13,000年前）を経て、海岸線は一旦沖合に遠のきますが、次第に温暖化し

て現在の海岸線となりました。
　阿武隈高地東縁の場所において石炭が“燃える石”としていわき地方で発見されたのは江戸時代末期。
福島県浜通り中部から茨城県北部にかけて分布することが確認されると、熱エネルギーとして石炭採掘（29

ページを参照）が始まり、いわき地方発展の原動力となりました。（写真1-1-3、 4）

■写真1-1-2　大久川における巨大アンモナイト化
　石の発見　〔昭和45（1970）年11月　いわき市撮
　影〕

■写真1-1-4　「みろく沢炭鉱資料館」周辺の石炭が露頭してい
　る場所で石炭掘り　〔平成18（2006）年　いわき市撮影〕

■写真1-1-3　石炭の歴史やいわき産の化石などを紹介する「市
　石炭・化石館」の開館　〔昭和59（1984）年10月　いわき市撮影〕
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2 狩猟生活から稲作生活へ（旧石器～縄文～弥生～古墳時代）
（1） 旧石器時代
　氷

ひょうがき
河期と呼ばれる寒い気候が続くなか、約3万年前に新人（ホモ・サピエンス）が登場したと推定されます。

この時代は、旧
きゅう

石
せっ

器
き

時
じ

代
だい

と呼ばれ、人は火を使い、石や木、骨で作った狩猟道具で動物を追って移動性
の強い生活をしていました。この時期、まだ土

ど
器
き

を発明するには至っていません。
　市内の泉

いずみ
町
まち

下
しも

川
がわ

字大
おお

畑
はた

地内の大
おお

畑
はた

K遺
い

跡
せき

から発見された石斧は、この時期の最も古いものです。ほか
にも市内では大

おお
久
ひさ

町
まち

や三
み

和
わ

町
まち

、岩
いわ

間
ま

町
まち

などで旧石器時代の石の道具が見つかっています。

（2） 縄文時代
　今から約12,000年前になると気候の温暖化に伴っ
て海水面が上昇し、大陸から分かれた日本列島の
原型ができあがります。動植物が増え、人は集落を
つくって同じ場所に長く住むようになり、土器も発明
されました。この時代は約1万年間続き、縄

じょう
文
もん

時
じ

代
だい

と呼ばれています。（図1-2-1）

　市内では、遺跡が400か所以上発見されており、
竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

、土
ど

器
き

などが出
しゅつ

土
ど

しています。市内で
最も古い家の跡となる三和町の竹

たけ
之
の

内
うち

遺
い

跡
せき

のほか、
好
よし

間
ま

町
まち

の愛
あい

谷
や

遺
い

跡
せき

、川
かわ

部
べ

町
まち

の松
まつ

ノ
の

下
した

遺
い

跡
せき

など、さ
らにはこの時代の特徴である貝

かい
塚
づか

として泉町下川の
大
おお

畑
はた

貝
かい

塚
づか

や小
お

名
な

浜
はま

の寺
てら

脇
わき

貝
かい

塚
づか

などが発見されてい
ます。久

ひさ
之
の

浜
はま

第一小学校近くで発見された連
れん

郷
ごう

遺
い

跡
せき

は大きな集落と確認されました。

（3） 弥生時代
　次の弥

や よ い
生時

じ
代
だい

と呼ばれるのは、紀元前８世紀（従

来は紀元前５世紀ごろとされてきましたが、近年の調査で、さらに紀元前10世紀までさかのぼる説など、諸説あります）

～後３世紀ごろです。
　この時代には、中

ちゅう
国
ごく

大
たい

陸
りく

や朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

から米づくりが日
本に伝えられ、水

すい
稲
とう

農
のう

耕
こう

が発達しましたが、朝鮮半島か
らの影響や縄文文化の強弱によって、かなり地域差がある
ものと考えられます。いわき地方では従来の説よりも遅く
弥生文化が入ったものと推定され、市内では、内

うち
郷
ごう

御
み

厩
まや

町
まち

の番
ばん

匠
しょう

地
ち

遺
い

跡
せき

から約2,300年前の水
すい

田
でん

跡
あと

が発見されて
います。（写真1-2-1）

　食生活は従来の動物や魚だけでなく米づくりが始まり、

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

■図● 縄文時代の海岸線と貝塚 

 
 

■図 1-2-1　市内で確認された貝塚の分布　縄文時代の 
　海岸線の場所がわかります。〔『みんなで学ぼう　いわき
　の歴史』を一部改変して掲載〕

■写真 1-2-1　番匠地遺跡の水田跡（現内郷御厩
　町）　〔いわき市教育文化事業団提供〕　
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縄文時代の延長として石や木、土などを加工した道具だけでなく、金属で作った道具も使われるようにな
りました。四

よつ
倉
くら

町
まち

の白
しら

岩
いわ

堀
ほり

ノ
の

内
うち

遺
い

跡
せき

では、鉄のやじりが見つかっています。
　農耕文化は平地の肥

ひ
沃
よく

な土地を中心に広がり、集落も拡大しました。この時代の遺跡である泉町下川
の朝

あさ
日
ひ

長
ちょう

者
じゃ

・夕
ゆう

日
ひ

長
ちょう

者
じゃ

遺
い

跡
せき

はまとまった集落であったことがわかります。また、米づくりを円
えん

滑
かつ

に行う
ため水の管理や収穫した米の保管用の高

たか
床
ゆか

の倉など、
工夫が凝

こ
らされるようになりました。

　大きな集落では今でいうリーダーが集落の秩序を維持
し、その状態はお墓の出土にもあらわれました。すなわ
ちリーダーのお墓は大きく、墓の中からは装

そう
身
しん

具
ぐ

（アクセ

サリー）など権
けん

威
い

の象徴となる品物が一緒に埋められてい
たお墓もありました。平

たいら
下
しも

平
ひら

窪
くぼ

の平
ひら

窪
くぼ

諸
もろ

荷
に

遺
い

跡
せき

からは、
大小のお墓が発見されています。（写真1-2-2）

（4） 古墳時代
　3世紀後半に入ると、土を高く盛り上げた大きな
墓が全国的に造られるようになりました。死

し
者
しゃ

を葬
ほうむ

る際、その権力の大きさと引き継いだ者の力をお墓
の大きさで示そうとしたもので、この時代を古墳時
代と呼び、７世紀ごろまで続きます。
　市内では、大

おお
野
の

第一小学校の西側に全長112m
に及ぶ県指定史跡・玉

たま
山
やま

古
こ

墳
ふん

が見えます。この前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

は前期（４世紀中ごろ）にいわき地方の一部
を支配していた豪

ごう
族
ぞく

のお墓と考えられています。（写真1-2-3）

　夏
なつ

井
い

川
がわ

下流域にある国
くに

史
し

跡
せき

・甲
かぶと

塚
つか

古
こ

墳
ふん

は後期（６〜７世紀）を代表する古墳と考えられています。かつて
はクロマツの大

たい
木
ぼく

が立ち、どの方向からも同じように見えることから、「八
はっ

方
ぽう

にらみの松」と呼ばれていました。
（松枯れのため伐採）（写真1-2-4）

　同じく後期には、丘陵の先端部斜面に穴を掘った
横穴が見られるようになります。国史跡・中

なか
田
だ

横
よこ

穴
あな

は、６世紀末に作られたものと考えられており、後
こう

室
しつ

の周
しゅう

壁
へき

には白と赤の三角模様が描かれており、馬
の飾りや武器などが見つかりました。（写真1-2-5）

　この時期、古墳の内部には副
ふく

葬
そう

品
ひん

として装身具
や武具、鏡などが納められることが多く、当時の地
方豪族の実態を後世に伝えています。昭和23（1948）

年には、高
たか

久
く

村
むら

大字神
かみ

谷
や

作
さく

（現 平
たいら

神谷作）において
多数の埴

は
輪
にわ

が出土して全国的に有名になりました。

■写真1-2-2　大小の墓が見つかった諸荷遺跡(現平
　下平窪）　〔いわき市教育文化事業団提供〕

■写真1-2-3　玉山古墳の現位置（四倉町玉山)　〔いわき市
　教育文化事業団提供〕

■写真1-2-4　甲塚古墳　松が植えられていたが、枯れてし
　まったため、伐採されました。　〔昭和48(1973)年10月　
　いわき市撮影〕
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　出土した埴輪は一括して国の重
要文化財に指定されており、この
うち男

だん
子
し

胡
こ

坐
ざ

像
ぞう

は天
てん

冠
かん

埴
は に わ

輪の名で
呼ばれ、広く知られています。（写真
1-2-6）

　一般的に古墳の中の棺
ひつぎ

は木や石
で造られましたが、後

うしろ
田
だ

町
まち

の後
うしろ

田
だ

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

から見つかった棺は、土を
焼いて造ったもので、足が付いてい
ました。東日本では珍しい発見で
した。（写真1-2-7）

　この時代になると、人々はまとまった村の
一員として共同生活するようになりました。泉

いずみ

町
まち

滝
たき

尻
じり

の菅
すが

俣
また

B遺跡や同じく折
おり

返
かえし

A遺跡では
4世紀代の豪族館跡が見つかっています。東西
約70ｍ、南北約50ｍの範囲を2列の柵で囲み、
なかには大きな建物が企画性をもって配置され
ていました。
　6世紀半ば、仏教が日本に伝えられると、中
国や朝鮮の文化・政治が取り入れられるように
なり、文化は大きく変わり、村々はより大きな権力にまとめられていきます。

3 いわきの統治と文化（奈良～平安時代）
（1） 陸奥国から石城国へ、さらに陸奥国へ
　6世紀から7世紀にかけて、全国各地で政治体制の整備が進み、現在の双

ふた
葉
ば

郡
ぐん

大
おお

熊
くま

町
まち

から茨
いばら

城
き

県
けん

日
ひ

立
たち

市
し

までの地域は多
たがのくにのみやつこ

珂国造が治める「多珂のクニ」にまとめられていたと推定されますが、7世紀半ばに実
施された「大

たい
化
か

の改
かい

新
しん

」による制度が地方に伝わり、いわき地方も中央の支配体制に組み込まれるように
なりました。
　『常

ひたちの
陸国

くに
風
ふ

土
ど

記
き

』によれば、白
はく

雉
ち

４（653）年には、新しい支配制度として現在のいわき市の大部分を範
囲とする「石

いわきのこおり
城評（郡）」が正式に置かれました。やがて養

よう
老
ろう

２（718）年に、陸
む つ の

奥国
くに

の５郡と常陸国の一部
をあわせて「石

いわ
城
きの

国
くに

」が置かれましたが、この石城国は神
じん

亀
き

元（724）年頃、陸奥国に併
へい

合
ごう

されてしまいました。
このとき、常陸国から分離して陸奥国となった菊

きくたこおり
多評（→郡）がありました。（図1-3-1）

　常陸国との国境には菊
きくたのせき

多 （関）が置かれ、 中央から
せきもり

守が配置されましたが、その所在地には諸説が

■写真 1-2-5　白と赤が鮮やかに描かれた中田 
　横穴後室の文様　県道の工事中に発見されま
　した。　〔平成20(2008)年4月　いわき市撮影〕

■写真 1-2-6　神谷作古墳群から見つかっ 
　た「人物埴輪」（現平神谷作）　国指定の
　重要文化財です。　〔いわき市撮影〕

■写真1-2-7　後田古墳群から見つかった棺（現後田町）　〔いわ
　き市撮影〕
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あり、いまだに定かではありません。
　「石城」は、８世紀の中ごろまでに「磐

いわ
城
き

」と書く
ようになりました。当時、天皇から「好

よ
き字

じ
」を使う

ことという命が下され、全国的に地名の漢字を変える
ことはよくありました。

（2） 律令制のなかの磐城郡と菊多郡
　当時の地方支配は、中央から派遣される国

こく
司
し

のも
と、地方の豪族が郡

ぐん
司
じ

に任ぜられて、郡の役人として
政治を行うようになります。郡の役所は郡

ぐん
衙
が

と呼ばれ
ました。（写真1-3-1）

　いわき地方では、南北二つの郡衙が置かれ、その
一つは現在の泉

いずみ
町
まち

付近から双葉郡南部までを範囲と
する磐城郡の郡衙が現在の平

たいら
下
しも

大
おお

越
ごえ

に置かれ
たものと推定されます。郡司の命令を示す郡

ぐん

符
ふ

木
もっ

簡
かん

は付近の荒
あっ

田
た

目
め

条
じょう

里
り

遺
い

跡
せき

から出土して
おり、役所の建物や有力者の屋敷跡などが確
認されたこの一帯は「根

ね
岸
ぎし

官
かん

衙
が

遺
い

跡
せき

群
ぐん

」として
国史跡に指定（182、183ページを参照）されました。
（写真1-3-1、 2、 3）

　また、菊
きく

多
た

郡
ぐん

の郡衙は現在の勿
な こ そ

来
町
まち

窪
くぼ

田
た

の郡
こおり

遺
い

跡
せき

がその跡と推定さ
れ、倉庫の跡や焼け米

ごめ
が見つかって

います。
　中央政府は律

りつ
令

りょう
制
せい

（中央集権の法

律・体制を整え、地方の土地や人を管理す

ること）を通じて全国への支配を強め、
一方地方では租税となる米を納める

「租
そ

」、労役に出向く（布などで代用）

「庸
よう

」、特産物を納める「調
ちょう

」などによっ
て大きな負担を強いられるようになり
ました。
　いわき地方の郡衙にも、各里

むら
の人々

に分け与えられた口
く

分
ぶん

田
でん

や新たな開
墾地などで採取した租・庸・調が集
められて、その後京へ運ばれました。

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■図● 8 世紀ごろのいわき地方および周辺 

 

 

 

■図 1-3-1　古代の行政区分

■写真 1-3-3　荒田目条里遺跡から発見された木簡（現
　平荒田目）　郡が港の責任者に発した命令書で、「港に
　来る客のために人を出すように」と書かれています。
　〔いわき市教育文化事業団〕

■写真1-3-1　北側から見る夏井廃寺跡と根岸官衙遺跡群（現平
　下大越）　平成 17（2005）年に根岸官衙遺跡群が国史跡に指定
　されました。〔いわき市教育文化事業団提供〕

■写真 1-3-2　夏井廃寺跡の伽藍位置（現平下大越）
　〔いわき市教育文化事業団提供〕
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(3) 貞観地震
　貞

じょう
観
がん

11(869)年５月26日、陸
む つ の

奥国
くに

東方の海底を震源として、地震の規模は
少なくともマグニチュード8.3以上と推定される大地震が起こりました。
　正史となる『日

に
本
ほん

三
さん

代
だい

実
じつ

録
ろく

』はこのときの様子を「夜にも関わらず発光現
象が起きて昼のように照らし、ある者は起きることもできず、（倒壊）家屋の
下敷きとなって圧死し、ある者は地割れで生き埋めになり、多数の被害者が
出た。（中略）海は数十、百里（見渡す限り）に広がり、どこが地上と海の境だっ
たのか分からなくなった。いまや道も野も海と化した。船で逃げる余裕もな
く、山に登ることも難しく、溺死したものは千余人を数える。人々は田畑も
来年植える苗もほとんど失ってしまった」（原文を要約）と報告しています。（図
1-3-2）

　人口が少なかった時代の1,000人余です。まさに壊滅的と言わざるを得ないほどでした。
　その後、同年10月13日、被害状況を調査した陸奥国地震使の復命を受けて、清

せい
和
わ

天
てん

皇
のう

は 詔
みことのり

を発してい
ます。「陸

む つ の
奥国

くに
境

ざかい
地
じ

震
しん

　尤
もっと

も甚
はなはだ

しく」、つまり最も被害の大きいのは陸奥と常陸の国境（磐
いわ

城
き

地方）であり、
被害者の租税を免除しています。
　この貞観地震から約1,000年の後、私たちが生きる時代に発生した「東日本大震災」（214 〜289ページを参

照）。この太古に発生した地震・津波の復旧・復興に思いをはせるとき、後の時代に私たちが成しえなけれ
ばないことの大きさがわかります。

（4） 荘園制度の台頭と白水阿弥陀堂の建立
　8世紀中ごろになると、人口の増加などにより、その対応策として墾

こん
田
でん

（新しく開
かい

墾
こん

した田畑）開
かい

発
はつ

が進み
ましたが、その分地方が力を蓄えるよう
になり、中央政府は地方の私有地を認
めざるを得なくなります。９世紀後半に
なると、この傾向は一段と進み、地方
豪族による武装化とあいまって、中央の
支配体制は大きく揺らぎ始めました。
　11世紀になると、中央の貴族や寺院
は多くの墾田を占有するようになりまし

た。これが荘
しょう

園
えん

となり、この経営には新たに田畑を開発した開発領主を当たらせました。
　いわき地方では菊

きく
田
たの

荘
しょう

、それに平安時代末期に源
みなもとのよりとも

頼朝が京都・石
いわ

清
し

水
みず

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

に寄
き

進
しん

（神仏に財物を寄

付すること）した好
よし

嶋
まの

荘
しょう

が、それぞれ荘園として成立しました。このため、地方には、それまでの郡制度と
荘園制度が混在するようになりました。また、その土地支配は武力をもって行われるようになりました。（図
1-3-3）

　こうした不安定な時代を反映して11世紀ごろ、仏教が衰えて世の中が暗黒になるという末
まっ

法
ぽう

思
し

想
そう

が普及
しました。暗黒の世界で求められるものは光でした。このため、皇室や貴族、地方の豪族などは、西

せい
方
ほう

にあり阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

のいる苦しみのない平和な世界である極
ごく

楽
らく

浄
じょう

土
ど

に強くあこがれを抱きました。彼らは、

■図1-3-2　貞観地震にお
　ける津波被災地として伝
　わる地域（宍倉正展氏論
　文） 〔平成23(2011)年3月
　28日付『福島民友』を、
　一部改変して掲載〕

 

菊多郡 菊田荘(鮫川、釜戸川の流域。菊多郡が荘園化) 

磐城郡 

岩崎郡(藤原川、矢田川の流域。10世紀から 11世紀の間に成立) 

岩城郡(夏井川中・下流、滑津川下流の流域) 

好嶋荘(夏井川中流、好間川、仁井田川の流域。 

12世紀、岩城郡の中心部が荘園化。東・西の 2荘から成る) 

楢葉郡(木戸川、富岡川の流域) 

■図● いわき地方における郡の分離や庄の発祥 ■図 1-3-3　いわき地方における郡の分離や荘の発祥
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浄
じょうどしき

土式庭
てい

園
えん

を伴った阿弥陀堂を建て
てこの世に“極楽”を再現し、西方
浄土への住

おう
生
じょう

を願ったといわれていま
す。
　平安時代末期の建立と伝えられる
浄土式庭園を伴う白

しら
水
みず

阿
あ

弥
み

陀
だ

堂
どう

は、
このような末法思想に基づいて造ら
れたものでした。（写真1-3-4）

　阿弥陀堂の裏山の頂上からは、お
経を末法の後まで残そうと、お経を
埋納した経

きょう
塚
づか

が発見されています。

4 武士の統治（鎌倉～室町～安土・桃山時代）
（1） 豪族の争いから戦国大名へ
　常

ひたちの
陸国

くに
の平

へい
氏
し

の流れを汲
く

む一族は、いわき地方に
移り住むと、領地を拡張。岩

いわ
城
き

氏
し

を名乗り、鎌倉時
代には、「好

よし
嶋
まの

荘
しょう

」を預かる地
じ

頭
とう

（租
そ

税
ぜい

の徴収や治
ち

安
あん

維
い

持
じ

などに当たる役職）に任じられ、周辺の豪族を武力で
従えて確固たる地位を築いてきました。（図1-4-1）

　岩城氏の一族や各豪族は土地を確保すると、山や
丘陵地に館を構えて住み、その地名を名

みょう
字
じ

にして、勢
力拡大を図りました。
　平

たいら
南

みなみ
白
しら

土
ど

の山に城
じょう

館
かん

を構えていた岩城氏は、南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時
じ

代
だい

の混乱期を経て、室
むろ

町
まち

時
じ

代
だい

には現在の下
しも

好
よし

間
ま

字大
おお

館
だて

に城を構え、上
か

遠
とお

野
の

氏
し

、小
お

河
がわ

氏
し

、岩
いわ

崎
さき

氏
し

、白
しら

土
ど

氏
し

、好
よし

間
ま

氏
し

、窪
くぼ

田
た

氏
し

などの豪族を相次いで支配下
に置きました。
　その後、岩城氏は仙台の伊

だ
達
て

氏や常陸の佐
さ

竹
たけ

氏と
付かず離れずの関係を保ちながら、戦いの場を現在の
栃木県北部や福島県中通りにまで広げ、その支配領
域は全盛期の15世紀末から16世紀にかけて、いわき地
方だけではなく、現在の双

ふた
葉
ば

郡
ぐん

富
とみ

岡
おか

町
まち

付近から茨
いばら

城
き

県
けん

北部に及ぶ広い地域にまたがり、戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

に成長し
ていきました。（写真1-4-1、 図1-4-2）

岩間 

比佐 

新田 
名木 

衣谷 

片寄 

紙谷 

中平窪 

小谷佐古 

飯野 今新田 
河中子 

好島 

小島 谷河子 国魂 
小泉 

豊間 

江名 

上矢田 
下矢田 
薦田 

高坂 
津々良 

秋山 

金成 
林城 

野田 
住吉 

滝尻 
下川 

湯本 

釜戸 

後田 

酒井 

岩
城
郡 

好
嶋
荘 

岩
城
郡 

岩
崎
郡 菊

田
荘 

富田 

■写真 1-3-4　南方上空から見る白水阿弥陀堂および浄土庭園　背景の山を
　借景として建てられたもので、浄土庭園は昭和時代から平成時代にかけて
　復元されました。　〔平成 26（2014） 年３月　いわき市撮影〕

■図 1-4-1　中世前期 (鎌倉時代 )における、いわき地方 
　の郡・荘と豪族
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（2） 発展する神道と仏教
　中世の武士は神仏への信仰が厚く、
個人信仰というよりは、一族の団結や
繁栄などを神仏に祈り、先祖を供養しま
した。また、神

しん
仏
ぶつ

習
しゅう

合
ごう

（神と仏を区別せ

ずに、同じ所に祭ること）が進んだことから、
武士は特定の神仏に頼る一方で、ご利

り

益
やく

があれば複数の社寺を拝し、信仰を
通じて支配地への力を強固にするため、
社寺や仏像を寄進（神仏に財

ざい
物
ぶつ

を寄付する

こと）しました。
　いわき地方においても、八

はち
幡
まん

や諏
す

訪
わ

などの神々や熊
くま

野
の

、羽
は

黒
ぐろ

の権
ごん

現
げん

（民衆を救うため、仏が

神となってこの世にあらわれること）などが祭られ、また真
しん

言
ごん

、曹
そう

洞
とう

、臨
りん

済
ざい

、浄
じょう

土
ど

などの各宗の寺堂が建てられ
ました。（写真1-4-2）

　飯野八幡宮の流
や ぶ さ め

鏑馬は、鶴
つる

ケ
が

岡
おか

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

の流れをく
み、神社の祭礼に祈願の儀式として行われたものでし
た。
　浄土宗は法

ほう
然
ねん

上
しょう

人
にん

によって開宗されました。特に
南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時
じ

代
だい

の14世紀中ごろに確立した浄土宗の名
な

越
ごえ

派
は

は次第に女性や武士層の間を中心に全国的に広ま

 

■図● 岩城氏の最大勢力範囲 (16 世紀半ば) 

現いわき市 

二階堂氏 

田村氏 

相馬氏 

白河氏 

那須氏 

佐竹氏 

N 

陸奥国 

下野国 

常陸国 
太
平
洋 

岩城氏の最大勢力範囲  

■写真1-4-1　飯野平城跡　現在の好間町下好間に築城されました。
　〔平成７（1995） 年　いわき市撮影〕

■写真 1-4-2　鎌倉時代に京都の石清水八幡宮から分霊した飯野八幡宮　
　〔大正時代　郵便絵はがき　佐々木商店発行〕

■写真 1-4-3　現在は梅の名所としても知られている専
　称寺　梅林は昭和 8(1933) 年、篤志家によって植栽さ
　れたものです。　〔平成時代初期　いわき市撮影〕

■図 1-4-2　岩城氏の最大勢力範囲（16 世紀半ば）
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りました。専
せん

称
しょう

寺
じ

（現 平
たいら

山
やま

崎
ざき

）はその
本山としての地位を確立し、岩

いわ
城
き

家
け

など
の諸大名にとって信仰の対象ともなりま
した。（写真1-4-3）

　一方、農民は地頭の指
し

揮
き

下
か

で社寺の
造営に当たり、祭礼に際しては神仏に守
られることを願い、念仏踊りや獅子舞、
神楽などの行事に参加しました。（写真
1-4-4）

（3） 岩城家の領地没収
　豊

とよ
臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が全国統一を図るなかで、岩
いわ

城
き

家
け

はこれに従い、本
ほん

領
りょう

を安
あん

堵
ど

（旧領地の支配をそのまま認めること）

されましたが、「関
せき

ヶ
が

原
はら

の戦
たたか

い」では勝利者となった徳川方に味方しなかったため、慶
けい

長
ちょう

７（1602）年、12
万石を全部取り上げられてしまいました。
　しかし岩城家はその後、信

しなのの
濃国

くに
川
かわ

中
なか

島
じま

藩
はん

に1万石で復活、さらに出
で

羽
わの

国
くに

亀
かめ

田
だ

（後の秋
あき

田
た

県
けん

岩
いわ

城
き

町
まち

、現由
ゆ

利
り

本
ほん

荘
じょう

市
し

）に2万石の大名として国
くに

替
が

えされました。このように岩城氏が両地を治めたことが、後にいわき市
と岩城町が親子都市を締結するに至った由

ゆ
縁
えん

となりました。（４ページを参照）

5 磐城平藩や幕領などがいわき地方に配置（江戸時代）
（1） 大藩から小藩・幕領が入り組んだ地域へ
　徳

とく
川
がわ

家
いえ

康
やす

が江
え

戸
ど

（現東京）に移って武
ぶ

家
け

政
せい

治
じ

の
政
せい

庁
ちょう

となる幕
ばく

府
ふ

を開き、江戸時代が始まってまも
なくの慶

けい
長
ちょう

７（1602）年、鳥
とり

居
い

家
け

が磐
いわ

城
き

平
たいら

藩
はん

10万
石（後に12万石）の大名として、いわき地方の大半
を治めるようになります。
　鳥居家は慶長８（1603）年から12年の歳月をかけ、
磐
いわ

城
き

平
たいら

城
じょう

や城
じょう

下
か

町
まち

を整えました。現在も平市街
の街

まち
割
わ

りは当時の城下町の造りが反映されてお
り、田

た
町
まち

、材
ざい

木
もく

町
ちょう

、禰
ね

宜
ぎ

町
まち

、鍛
か

冶
じ

町
まち

などの地名
や磐城平城周辺の石垣、堀の跡などにより往

おう
時
じ

を偲
しの

ぶことができます。（写真1-5-1）

　磐城平藩は内
ない

藤
とう

家
け

（城付きの本領７万石）、井
いの

上
うえ

家
け

（城付きの本領２万3,000石ほか分領〔飛び地〕を合せて6万

石）、安
あん

藤
どう

家（城付きの本領２万3,000石ほか分領〔飛び地〕を合せて５万石）と受け継がれましたが、この過程で
藩領が細分化・分領化されるとともに、幕

ばく
府
ふ

直
ちょっ

轄
かつ

領
りょう

（幕府が直接支配する区域）が増加していきます。（図
1-5-1,2）

■写真1-4-4　現代に伝えられる獅子舞（三和町合戸）〔昭和50(1975) 
　年9月　いわき市撮影〕

■写真1-5-1　磐城平城の石垣　〔平成7(1995)年　いわき市
　撮影〕
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■図● 平・城下町の配置図 町屋、武士屋敷、水路の状況が分かります。〔1：10,000〈×0.95〉いわき都市計画図(平成 19 年作成)

／資料：「磐城平城下古地図」(享保 20 年〈1735〉年ころ)、「磐城平城下復元図」(『地図からいわきの歴史を読む』所収)などから作成〕   
 

■図 1-5-1　平城下絵図の「磐城平古地図」　内藤家の時代に描かれたもので、城下の土地利用が忠実に描かれています。　〔元 
　禄 9(1696) 年ごろ　市教育文化事業団提供〕

■図 1-5-2　平・城下町の配置図　町屋や武士屋敷、水路の状況がわかります。　〔1:10,000 〈原寸× 0.95〉 いわき都市計画
　図／資料 :「磐城平城下古地図」（享保 20 〈1735〉 年ごろ）、「磐城平城下復元図」（『地図からいわきの歴史を読む』所収）な
　どから作成〕
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　なお、内藤家は延
えん

亨
きょう

４（1747）

年、日
ひゅうがのくにのべおか

向国延岡（現宮
みや

崎
ざき

県
けん

延岡

市）に国替えとなったことが、後
にいわき市と延岡市が兄弟都
市を締結するに至った由

ゆ　えん
縁と

なりました。（5ページを参照）（図

1-5-3）

　江戸時代中期以降になると、
磐城平藩、内藤家時代に磐城平藩から分かれた泉

いずみ
藩
はん

、同じく湯
ゆ

長
なが

谷
や

藩
はん

、棚
たな

倉
ぐら

藩
はん

分領（←幕府直轄領←窪
くぼ

田
た

藩
はん

）、笠
かさ

間
ま

藩
はん

分領、多
た

古
こ

藩
はん

分領、刈
かり

谷
や

藩
はん

分領（一時期）、幕府直轄領、飯
いい

野
の

神
しん

領
りょう

などの支配する区域が複雑
に入り込む状況となりました。（図1-5-4）

（2） 地域を活性化させた産業・交通の発達
　年

ねん
貢
ぐ

米
まい

（税の一種で、幕府や江戸の藩
はん

邸
てい

に納めるための米
こめ

）の積み出しが行われていた小
お

名
な

浜
はま

湊
みなと

は寛
かん

文
ぶん

11（1671）

年、幕府から東
ひがし

廻
まわ

り海
かい

運
うん

の拠点地に指定されました。これにより、米や特産物を積んで江戸と往来する
船が入る重要地となり、延

えん
享
きょう

4（1747）年には磐城平藩から幕府直轄地へ移り、幕府の代
だい

官
かん

所
しょ

が置かれました。
　米以外の特産物として、いわき地方の産業の中心はカツオ漁と和紙づくりの紙

かみ
漉
すき

でした。いずれも地元

下三坂 

上三坂 

上市萱 
差塩 

川前 

中寺 

江田 

横川 

永井 

渡戸 

合戸 

久之浜 

江之綱 

四倉 

上遠野 

貝泊 

井戸沢 

窪田 関田 

丸通 

安良町 
小浜 

植田 

新田 
(初田・渡部) 

下川 

小名浜 

中之作 
江名 

豊間 

街道 
陣屋・代官所 
宿場など 
貿易港 

神谷 

注)1 複数支配となっている場合は
次のよう表示。 

← 

寺社地は主要なものを表示。 

支配石数が大きい 

支配石数が少ない 

御厩 

湯本 

上船尾 

田場坂 

湯長谷 

■図● 江戸時代末期のいわき地方(藩、幕府領の支配) 

磐城平藩領 
湯長谷藩領 
泉藩領 
幕府領小名浜領 
棚倉藩分領 
笠間藩分領
(現茨城県) 
多古藩分領 
(現千葉県) 

飯野八幡宮神領 
土方家旧窪田藩
知行地 

磐城平 

■図 1-5-3　江戸時代初期のいわき地方（藩、
　幕府領の支配および郡）

■図 1-5-4　江戸時代末期のいわき地方（藩、幕府領の支配）
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だけでなく、江戸と取り引きされていました。山間部では馬
が多く飼われ、馬

うま
市
いち

がたちました。ほかにも、藍
あい

、木
も

綿
めん

、木
もく

炭
たん

などがいわき地方の各地域で生産され、
近隣で取り引きされました。
　後に、いわき地方の経済を支えた石

せき
炭
たん

は、安
あん

政
せい

３（1856）年に片
かた

寄
よせ

平
へい

蔵
ぞう

によって湯長谷藩 領
りょう

内
ない

の白
しら

水
みず

村
むら

で発見されました。
　交通路の整備も行われ、交易が活発になると宿

しゅく
場
ば

が発達しました。関
せき

田
た

、植
うえ

田
だ

、新
しん

田
でん

、上
かみ

船
ふな

尾
お

、湯
ゆ

本
もと

、平
たいら

、四
よつ

倉
くら

、久
ひさ

之
の

浜
はま

などは通
つう

称
しょう

・浜
はま

街
かい

道
どう

（５街道以外はすべて通称名。同じ街道でも通る個所の違いによって

呼称が異なります）の宿場として、また上
か

遠
とお

野
の

、上
かみ

三
み

坂
さか

などは中
なか

通
どお

りと結ぶ中継点として栄えました。（写真
1-5-2、 3）

　また、中
なか

之
の

作
さく

、九
ここ

面
づら

（後の勿
な こ そ

来漁
ぎょ

港
こう

）などの湊は、陸送と海送を結ぶ重要な役割を果たしました。特に、
阿
あ

波
わ

の国
くに

（現在の徳
とく

島
しま

県
けん

）からこれらの湊に陸揚げされた貴重な塩は、山地を縫うように通じる「塩の道」
をたどって盛んに中通りに運ばれました。

（3） 農民の苦しい暮らしと幕政
　江戸時代の初期においては気候変動が少なく安定したことも
あって、夏

なつ
井
い

川
がわ

の小
お

川
がわ

江
え

筋
すじ

や愛
あい

谷
や

江
え

筋
すじ

や鮫
さめ

川
がわ

支
し

流
りゅう

四
し

時
とき

川
がわ

の四
し

時
とき

堰
ぜき

などが建設され、新たな田畑が盛んに開発されました。この開
かい

田
でん

は農民や藩政に安定をもたらしましたが、その一方で藩には幕
府から無理な公共事業が押し付けられるようになり、そのしわよ
せは藩から農民に及び、その分年貢の取り立てが厳しくなっていき

■写真 1-5-2　立原杏所作とされる「サメ川」（浜街道、鮫川の渡し）
　〔文化 7 (1810) 年　鷺栄一郎氏所蔵〕

■写真1-5-3　浜街道の松（平原高野）　〔昭
　和59(1984)年10月　高萩純一氏撮影〕

■写真 1-5-4　天明飢饉の碑（小川町・ 
　常慶寺）　天明期の悲惨な様子が描
　かれており、市指定有形文化財 ( 歴
　史資料 ) に指定されています。〔いわ
　き市教育文化事業団提供〕
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ます。元
げん

文
ぶん

３（1738）年に発生した元
げん

文
ぶん

一
いっ

揆
き

は、年
ねん

貢
ぐ

に不満をもった農民
が起こした百

ひゃく
姓

しょう
一
いっ

揆
き

でした。
　江戸時代中期から後期になると、気候が不安定になり、飢

き
饉
きん

、地震、
台風に襲われ、生活は苦しさを増していきます。特に、天

てん
明
めい

の大
だい

飢
き

饉
きん

（天

明元-9〔1781―89〕年）や天
てん

保
ぽう

の大飢饉（天保４―７ 〔1833-36〕 年）では、いわき
地方では大きな被害が出て、天保の飢饉では3,000人も亡くなったといわ
れています。（写真1-5-4）

　こうした不安定さは、幕
ばく

藩
はん

体
たい

制
せい

を揺るがして信頼性を失わせていきまし
た。幕府は、これを立て直すためにさまざまな改革を講じましたが、外
国からの貿易要求や商品経済の発達はこれまでの米を中心とした税体系
や鎖

さ
国
こく

政
せい

策
さく

などの制度と相反するようになっていきます。（写真1-5-5）

（4） 文化が花開く時代
　江戸時代は次第に武力による争

あらそ
いのない時代となり、一般庶民にも安定がもたらされ、地方には芸術

や文化が生まれました。いわき地方においては、内
ない

藤
とう

風
ふう

虎
こ

（磐
いわ

城
き

平
たいら

藩
はん

主
しゅ

三代目。内
ない

藤
とう

義
よし

概
むね

→改名・義
よし

泰
やす

の俳
はい

号
ごう

）は大名のおおらかさをもって多くの門
もん

人
じん

を抱え、俳
はい

諧
かい

の分野における指導者でもありました。内
ない

藤
とう

露
ろ

沾
せん

（内藤義泰の次男。義
よし

英
ひで

の俳号）は俳
はい

人
じん

・松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

とも交流を持ち、いわき地方の景勝地を四季などに絡め、
すばらしい俳句の作品を残しています。（24、 80ページを参照）

　信仰面では徳川幕府に守られた仏教の宗
しゅう

派
は

が盛んとなり、なかでも真
しん

言
ごん

宗
しゅう

の薬
やく

王
おう

寺
じ

（現四
よつ

倉
くら

町
まち

薬
やく

王
おう

寺
じ

）

や幕府公認となった浄
じょう

土
ど

宗
しゅう

名
な

越
ごえ

派
は

の本
ほん

山
ざん

・専
せん

称
しょう

寺
じ

が有名となり、多くの人を集めました。また、いわき
地方出身の祐

ゆう
天
てん

上
しょう

人
にん

は、江戸において最も人気の高い僧にまでのぼりつめました。
　江戸時代の初期には、いわき地方出身の袋

たい
中

ちゅう
上

しょう
人
にん

が、琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

に渡り浄土宗を伝えました。
　そのほか農民は、厳しい農作業のなかにあっても、神仏に豊作を祈願するための休日を設け、じゃん
がら念

ねん
仏
ぶつ

、獅
し

子
し

踊
おど

りや祭礼や各地域で繰り広げられる年中行事に、心の安らぎを求めました。（写真1-5-
6、 7）

■写真1-5-5　幕府老中として幕府
　の維持に努めた磐城平藩主・安藤
　信正侯の像　松ケ岡公園の一角に
　建てられました。　〔昭和50年代
　いわき市撮影〕

■写真 1-5-6　絵はがき「石城みやげ」の念仏踊　〔昭和 10(1935) 年ごろ
　平町役場発行〕

■写真 1-5-7　薬王寺の絹本 
　著色弥勒菩薩像（国指定重
　要文化財・絵画）　〔明治時
　代末期　郵便絵はがき〕
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1

古
代
の
「
菊
多
関
」
が

　
　
文
学
・
景
観
美
の
「
勿
来
関
」
へ

定されていないのですが、とにもかくにも９世紀後半以降にはその役割を終
え、歴史の表

おもて
舞
ぶ

台
たい

から消えました。（80ページを参照）

　ところが、関はカタチを変えて、ふたたび歴史の表
おもて

舞
ぶ

台
たい

に登場してきます。
寛
かん

文
ぶん

10(1670)年、磐
いわ

城
き

平
たいら

藩
はん

主
しゅ

二代目・内
ない

藤
とう

忠
ただ

興
おき

の命を受け、国
こく

学
がく

者
しゃ

・葛
かつら

山
やま

為
ため

篤
あつ

が編
へん

さんした、いわき地方における最初の地誌となる『磐
いわ

城
き

風
ふ

土
ど

記
き

』の
なかに「奈

な
古
こ

曾
そ

の関
せき

」の名称で書き記され、その存在を示します。
　また、内藤忠興は承

しょう
応
おう

年間(1652-55)、磐城平藩の飛
と

び地
ち

である菊
きく

多
た

郡
ぐん

関
せき

田
た

村
むら

の海が見える一帯にサクラを植樹して、関跡として認知します。ちなみに、
ここは磐城平藩にとって菊多郡では唯

ゆい
一
いつ

、海を一
いち

望
ぼう

できる風
ふう

光
こう

明
めい

媚
び

な場所で
もありました。（写真1-5-8）

　その後、内
ない

藤
とう

風
ふう

虎
こ

（義
よし

概
むね

・三代目藩主）

や内
ない

藤
とう

露
ろ

沾
せん

などの文学者によって詠
うた

わ
れるようになり、また、古代や中世に
詠われた一般用語としての「来

く
る勿

なか
れ」

の関も、「勿来関」として関田村の場所
へ特定されていきます。
　明治27(1894)年には関田地区民が発起
して、広く寄付を呼びかけて関の改修を
行っており、すでに“地域の関”として
強く認識されていたことがうかがえま
す。
　明治30(1897)年２月に鉄道の勿

な
来
こそ

駅
えき

が
開設されたことは、「勿来」の認知度を
全国的に広める大きな力となりました。

■写真 1-5-8　海岸を一望できる「勿来
　の関公園」で花見　〔昭和 57(1982) 年
　4 月　いわき市撮影〕

　常
ひた

陸
ちの

国
くに

と陸
む つ の

奥国
くに

、
一時的に設けられた
石
いわ

城
きの

国
くに

、さらには多
た

珂
が

評
こおり

、菊
きく

多
た

評
こおり

の範囲
が異動する過程で、
常陸国多珂評と陸奥
国菊多評の国

くに
境
ざかい

とし
て菊

きく
多
たの

関
せき

が設けられ
ました。
　その場所について
は、諸説があって特

1

古
代
の
「
菊
多
関
」
が

　
　
文
学
・
景
観
美
の
「
勿
来
関
」
へ
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1

古
代
の
「
菊
多
関
」
が

　
　
文
学
・
景
観
美
の
「
勿
来
関
」
へ

1

古
代
の
「
菊
多
関
」
が

　
　
文
学
・
景
観
美
の
「
勿
来
関
」
へ

大正時代にはマツやサクラの植栽や、
顕
けん

彰
しょう

碑
ひ

や歌
か

碑
ひ

の建立、関に通じる道
路の改修と、地区民や文学関係者な
どが、関および周辺を修

しゅう
景
けい

して存在
をアピール。また大正４(1915)年には、
戯
ぎ

曲
きょく

「なこその関」が東京で演じられ、
昭和９(1934)年にはこの戯曲がラジオ
放送されました。このほか、多くの
文人などの詩歌に読み込まれました。
（写真1-5-9）

　こうして、大正14(1925)年５月には、
窪田村が町制を敷

し
くにあたって「勿

な
来
こそ

町
まち

」と改称。初めて「勿来」は正式地名の仲間入りを果たし、
昭和30(1955)年４月の３町２村の合併では、「勿

な
来
こそ

市
し

」を名乗るようになりました。

　昭和26(1951)年に一帯が県
けん

立
りつ

勿
な

来
こそ

自
し

然
ぜん

公
こう

園
えん

に指定されて以降は、関を中心とした「（ 源
みなもとの

）義
よし

家
いえ

ま
つり」や「勿来まつり」が開催される一方、昭和63(1988)年７月には「勿

な
来

こその
関
せき

文
ぶん

学
がく

歴
れき

史
し

館
かん

」の開館、
数度にわたる「勿

な
来
こそ

の関
せき

公
こう

園
えん

」の整備、平成19(2007)年４月には「吹
すい

風
ふう

殿
でん

」の開所、と施設が整備
されました。（写真1-5-10）

　これに合せて、多くの住民・団体が周辺環境の整備や観光ガイドに携わるなど、まちづくりの成
果が活かされる場所となりました。（写真1-5-11）

■写真 1-5-9　勿来関の絵はがき　シリーズで数多くの絵はがきが作製
　されました。　〔大正時代　郵便絵はがき〕

■写真 1-5-10　県立勿来自然公園の内定を記念して武者行
　列　〔昭和 25(1950) 年　郵便絵はがき〕

■写真1-5-11　松から害虫を防ぐ、こも巻き作業を
　行う地元ボランティア　〔平成23(2011)年10月　い
　わき民報社提供〕
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（5）　江戸時代の終わりと戊辰戦争
　慶

けい
応
おう

３（1867）年10月、幕府は天皇に政権を返して260年余の歴史を閉じましたが、慶応４／明
めい

治
じ

元（1868）

年、天皇中心の新しい政府を支持する藩や貴族（さまざまな呼び名はありますが、ここでは「新政府軍」）と旧幕
府に味方する藩の間で戊

ぼ
辰
しん

戦
せん

争
そう

（60年に1回の組み合わせとなる「干
え

支
と

」が、慶応4年／明
めい

治
じ

元年では「戊辰」に当

たることに命名由来）が起こります。
　いわき地方では、慶応４／明治元（1868）年５月、磐

いわ
城
き

平
たいら

、泉
いずみ

、湯
ゆ

長
なが

谷
や

の各藩が、旧幕府に味方して奥
おう

羽
う

越
えつ

列
れっ

藩
ぱん

同
どう

盟
めい

（奥
おう

州
しゅう

や羽
う

州
しゅう

〔現在の東北地方〕、越
えち

後
ご

〔現在の新
にい

潟
がた

県
けん

〕の31藩が参加）を結んで、新政府軍を迎
え打ちました。しかし、同年６月、平

ひら
潟
かた

湊
みなと

に上陸した新政府軍に次 と々打ち破られ、同年７月に磐城平城
が占

せん
拠
きょ

されて、いわき地方における戦争は終わりを告げました。

6 石炭産業や漁業が地域をけん引（明治時代）
（1） 近代日本の出発といわきの行政、教育
　日本の近代化は、徳川幕府がつくってきた制度を根

こん
本
ぽん

から変え、明
めい

治
じ

維
い

新
しん

と呼ばれるさまざまな改革を
実行することによりスタートしました。明治政府は国の富みを生ませ、軍隊を強くする「富

ふ
国
こく

強
きょう

兵
へい

、産業
を起こして盛んにする「殖

しょく
産
さん

興
こう

業
ぎょう

」などの政策を強力に進め、明治５（1872）年に学校や教育に関する「学
がく

制
せい

」を制定、明治６（1873）年に国民に兵
へい

役
えき

に服
ふく

する義務を負わせる「徴
ちょう

兵
へい

令
れい

」（明治６〔1873〕年公布）、土地
の所有を認める代わりに税の対象とする「地租改正条例」の制定（明治６年公布）などを相次いで実行する
とともに、政府が経営する製鉄工場や製
糸工場の官

かん
営
えい

工
こう

場
じょう

、さらには鉄道を設置
しました。
　行政制度もめまぐるしく変わります。明
治４（1871）年に従来の藩を廃止して県に
置き換える「廃

はい
藩
はん

置
ち

県
けん

」が行われました。
いわき地方においては、明治４年７月にそ
れぞれの旧藩を引き継いだ磐

いわ
城
き

平
たいら

県
けん

や泉
いずみ

県
けん

、湯
ゆ

長
なが

谷
や

県
けん

などが成立しましたが、同
年11月には平

たいら
県
けん

にまとめられました。その
範囲は浜

はま
通
どお

りと宮
みや

城
ぎ

県
けん

の一部を含む地域
に及んでいました。平県は同月に磐

いわ
前
さき

県
けん

に
改称されました。
　県の下の行政区分としては、明治５年に

「大
だい

区
く

・小
しょう

区
く

制
せい

」が導入され、磐前県は
県内管轄の大区を第１区から５区に分けま
した。第１区は菊

きく
多
た

、磐
いわ

前
さき

、磐
いわ

城
き

の３郡
で構成されており、これは現在のいわき市
に相当する範囲です。このことから、当時

磐
城
平
藩 

湯
長
谷
藩 

泉 
 

 

藩 

明治4 
(1871)年 
7月14日 

～
 

磐
城
平
県 

湯
長
谷
県 

泉 
 

 

県 

棚 

倉 

県 

白 

河 

県 

中
村
県
な
ど 

明治4 
(1871)年 
11月2日 

二本松県 若松県 

明治4 
(1871)年 
11月29日 ～

 

福島県 

明治9 
(1876)年 
8月21日 

明治4 
(1871)年 
 以前 

■図● 江戸時代末期から明治時代初期における行政範囲の変化 

平 県 

現在のいわき市の範囲 

福島県 磐前県 若松県 

棚 

倉 

藩 

幕
領
ほ
か 

 

→福島県 

■写真 1-5-7　絵はがき「石城みやげ」の念仏踊　〔昭和 10(1935) 年ごろ
　平町役場発行〕

■図 1-6-1　江戸時代末期から明治時代初期における行政範囲の変化
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から“いわきは一つ”という考え方があったといえます。
　明治９（1876）年８月、磐前県は若

わか
松
まつ

県
けん

、福
ふく

島
しま

県
けん

と合併し、
新しい現在の福島県となり、県庁が福島に置かれました。（図
1-6-1、 2）

　その後、明治政府は住民に密着した、新しい行政の単
位を模索しつつ、何度か変更。明治21（1888）年、教育、
土木、徴

ちょう
税
ぜい

、戸籍事務を扱う能力を持つことのできる地方
自治体制を確立するため、より広い、まとまった範囲の自
治体を創

つく
る「市

し
制
せい

・町
ちょう

村
そん

制
せい

」を公布するに至りました。こ
の制度は翌22（1889）年４月に施行され、わずか１年間の間

宇多郡 

行方郡 

標葉郡 

田村郡 

石川郡 

楢葉郡 

磐前郡 
磐城郡 

白川郡 菊多郡 

平 
(県庁) 

楢葉郡 

磐 
城 
郡 

◎ 

■図 1-6-2　磐前県（←平県）の範囲　〔明治　
　4(1871) 年 11 月―明治 9(1876) 年 9 月〕

■図 1-6-3　「明治の大合併」直前のいわき地方
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で全国的な町村合併を実施しました。この合併は、従前の仕来りや慣習で維持してきた町村と異なったも
ので、後に「明治の大合併」と呼ばれ、地方自治史上において画期的な事柄でした。地方自治体としての
市町村は、この時に確立されたといえます。
　いわき地方においても大規模な町村合併が施行され、現市域内にあった２町（小

お
名
な

浜
はま

、平
たいら

）211村は、３町（小

名浜、平、四
よつ

倉
くら

）39村に集約されました。（図1-6-3、 4）

　さらに明治29（1896）年４月、３郡の合併により石
いわ

城
き

郡
ぐん

が誕生し、この時楢
なら

葉
は

郡
ぐん

の一部であった川
かわ

前
まえ

村
むら

が石城郡に編入されました。
　明治５年、学制が定められると、翌年いわき地方でも相次いで小学校が開校しました。学校制度はた

 
 

■図 1-6-4「明治の大合併」直後〔明治 22(1889) 年 4月〕のいわき地方における行政区分
明治21（1888）年時の行政境
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びたび改変され、初
しょ

等
とう

学
がっ

校
こう

であ
る尋

じん
常

じょう
小

しょう
学
がっ

校
こう

・高
こう

等
とう

小
しょう

学
がっ

校
こう

に次いで、中
ちゅう

等
とう

学
がっ

校
こう

となる中学
校・高等女学校が県立として発
足したのは、磐

いわ
城
き

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

（現

磐城高校）が明治34（1901）年、
磐
いわ

城
き

高
こう

等
とう

女
じょ

学
がっ

校
こう

（現磐城桜が丘高

校）が明治44（1911）年のこと
でした。（写真1-6-1）

（2） 通信・交通網の整備が経済の活性化へ
　いわき地方における近代化も急速に進みました。明治５（1872）年には平

たいら
、湯

ゆ
本
もと

、植
うえ

田
だ

で郵便局が開設、
電信は明治20（1887）年に平−三

み
春
はる

が開通しました。
　日本は先進国であるヨーロッ
パやアメリカの技術・文化を積極
的に取り入れましたが、その一方
で先進国のアジア進出に対し危
機感を覚え、やがてこれらの国々
や隣

りん
国
ごく

と利害が対立するように
なります。こうして武

ぶ
力

りょく
衝

しょう
突
とつ

と
なったのが、明治27-28（1894-95）

年の日
にっ

清
しん

戦
せん

争
そう

（日本と中国・清
しん

国
こく

の戦争）、明治37-38（1904-05）年
の日

にち
露
ろ

戦
せん

争
そう

（日本とロシアの戦争）

でした。これら戦争は日本の立
場を大きく変えました。日本は世

界の強国にのしあがるとともに、国内でも産業革命の伴う工業化が一層進みました。（写真1-6-2）

　明治30年前後、いわき地方の経済は大きな転換期を迎えます。現在の双
ふた

葉
ば

郡
ぐん

富
とみ

岡
おか

町
まち

南方から茨
いばら

城
き

県
日
ひ

立
たち

市
し

北方にかけて分布している石炭が工業化のための熱エネルギー源として注目を浴びたのでし
た。これら石炭の採れる地域は、「磐

いわ
城
きの

国
くに

」（明治元年に陸
む つ の

奥国
くに

から分離）と「常
ひたちの

陸国
くに

」の一字ずつを取っ
て「常

じょう
磐
ばん

炭
たん

田
でん

」（経済的価値のある石
せき

炭
たん

層が、地下に質・量ともに豊富に存在する地域）と呼ばれました。
　いわき地方で初めて近代的な設備を使った磐

いわ
城
き

炭
たん

礦
こう

社
しゃ

ができたのは、明治17（1884）年のこと。当初
は小

お
名
な

浜
はま

から船で東京方面に輸送していましたが、暴風雨で船が難破する危険性が高く、安定的に輸
送することができる鉄道の敷設が望まれました。

■写真 1-6-1　平町字揚土に建てられた磐城中学校　〔大正時代　郵便絵はがき
　佐々木商店発行〕

■写真 1-6-2　日露戦争の戦勝祝賀仮装行列隊（平町）　〔明治 38(1905) 年　真木 
　隆四郎氏撮影〕
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2

国
に
編
入
さ
れ
た
入
会
地
を

　
　
　
　村
に
戻
す
運
動
を
展
開

　江戸時代の土地は農民が借り受けるかたちで耕
作し、定められた米や麦などを年

ねん
貢
ぐ

米
まい

として幕府
や藩に納めていました。このほか、村人は生活に必要な雑

ざつ
木
ぼく

や乾
ほし

草
くさ

などの生
産物を採取するため、税納と引き換えに自由に入って耕作や採取ができる村
共有の入

いり
会
あい

地
ち

を持っていました。
　明治時代初期に公布された「地

ち
租
そ

改
かい

正
せい

条
じょう

例
れい

」は、政府が耕作者を土地所有
者と認めて地

ち
券
けん

（所有者の名前、土地面積、地価、地租額を記入した証書）を発行す
る代わりに、耕作者である農民が納税者となる制度ですが、入会地は特定者
の利用でないことから、土地確認の際に、その大半は国所有となってしまい
ました。これによって、利用者はこれまでのように自由に入ることはもちろん、
生活の糧

かて
を得ることができなくなり、初めて事の重大さを知ることになりま

した。（ 写真 1-6-3）

 

国有土地森林原野下戻法 
   (明治 32年) 

■図●林野所有の変遷 

江戸時代 

所有区分 

共同入 

一村 

個人または 

数人共同 

 
個人 

林野区分 

焼山 

散野 

 
 

居懸山 

国有林 

国有林 

民有林 

(公有林) 

民有林 

(私有林) 

明治時代～大正時代初期 

官有林野引き戻し運動 

抱山 

■図 1-6-5　林野所有の変遷

■写真 1-6-3　土地の所有者
　を明らかにした地券台帳（大
　林村）　大林村は、現在の山
　田村の一部です。　〔明治６
　(1873) 年　大林区有文書〕

2

国
に
編
入
さ
れ
た
入
会
地
を

　
　
　
　村
に
戻
す
運
動
を
展
開
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2

国
に
編
入
さ
れ
た
入
会
地
を

　
　
　
　村
に
戻
す
運
動
を
展
開

2

国
に
編
入
さ
れ
た
入
会
地
を

　
　
　
　村
に
戻
す
運
動
を
展
開

　このため、全国の入会地を持つ村
は死活問題として、元に引き戻す運
動を起こすようになりました。
　これに対し、政府は明治 23(1890)

年に、民有であったことを認める証
拠があれば引き戻しを受けるという
内容の勅

ちょく
命
めい

（天皇の命令）を出して、
門戸を開きました。福島県では翌年
に「福島県山林協会」が設立され、
県全体の運動に広がりました。
　しかし、証拠集めと手続きの煩

はん
雑
ざつ

さなどにより、主張は容易に認められませんでした。明治
32(1899)年4月、ようやく「国

こく
有
ゆう

土
と

地
ち

森
しん

林
りん

原
げん

野
や

下
さげ

戻
もどし

法
ほう

」が公布され、手続き方法が容易になりまし
たが、それでも証拠集めは大きなハードルでした。申請となる村では、昔の図面を探し出し、突き
合わせをするなど、証拠集めに奔

ほん
走
そう

しなければなりませんでした。（写真1-6-4）

　いわき地方における引き戻し申請は、久
ひさ

之
の

浜
はま

村
むら

大字末
すえ

続
つぎ

、大
おお

久
ひさ

村
むら

大字大
おお

久
ひさ

、川
かわ

前
まえ

村
むら

大字川
かわ

前
まえ

、同
小
お

白
じろ

井
い

、同上
かみ

・下
しも

桶
おけ

売
うり

、小
お

川
がわ

村
むら

大字上
かみ

小
お

川
がわ

、永
なが

戸
と

村
むら

大字渡
わた

戸
ど

、四
よつ

倉
くら

町
まち

大字駒
こま

込
ごめ

、夏
なつ

井
い

村
むら

大字上
かみ

大
おお

越
ごえ

、好
よし

間
ま

村
むら

大字今
いま

新
にい

田
だ

、箕
みの

輪
わ

村
むら

大字高
こう

野
や

、上
か

遠
とお

野
の

村
むら

大字滝
たき

、渡
わた

辺
なべ

村
むら

大字上
かみ

釜
かま

戸
ど

、江
え

名
な

村
むら

大字永
なが

崎
さき

、
錦
にしき

村
むら

大字中
なか

田
だ

、川
かわ

部
べ

村
むら

大字瀬
せ

戸
と

など、ほぼ全域にわ
たっています。
　このうち川前村などにおいては、江戸時代におい
てたびたび領主が変わり、突合させるのに苦

く
慮
りょ

し、
訴
そ

訟
しょう

問題にまで発展しました。四倉町においても、
１枚の図面では却下され、別の期間の図面を追加し
てようやく申請にこぎつけることができるほどでし
た。他の村においても、苦労は並大抵のものではあ
りませんでした。
　それでも、いわき地方における引き戻し申請は、その多くが大正時代初期までの期間を要して、

解決をみることになりました。（図1-6-5）

　この運動は生活権を奪われるという危機に対し、村
全体の運動として展開されたもので、その成果は、川
前村や三和村では林業発達の基礎となるなど、地域産
業の活性化に大きな役割を果たしました。（写真1-6-5）

　川前支所前に立つ「川前村公
こう

有
ゆう

林
りん

下
さげ

戻
もど

し統一記念碑」
のほか、内

うち
郷
ごう

高
こう

野
や

町
まち

（旧箕輪村）や平
たいら

中
なか

塩
しお

（旧平
ひら

窪
くぼ

村
むら

）、
大久町大久などに立つ碑が住民による力の結集と労苦
を今に伝えています。（108ページを参照）（写真1-6-6）

■写真 1-6-4　土地一つひとつの集合体として、全国的に必ず村全図が
　作製（菊多郡添野村）　〔明治時代初期　添野区有文書〕

■写真 1-6-5　広大な森林地帯を持つ三和村は、引
　き戻し運動が盛んだった地域　〔昭和 57(1982)　
　年 11 月　いわき市撮影〕

■写真 1-6-6　大久村の村有林払下げ記念碑除幕
　式　〔昭和 39(1964) 年 11 月　鈴木俊氏提供〕
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　これが実現したのは、明治30（1897）年２月、水戸−平（現いわき）駅まで開通した、日
に

本
ほん

鉄
てつ

道
どう

磐
いわ

城
き

線
せん

（全

通して海
かい

岸
がん

線
せん

、明治39年に国有化され、現在はJR常
じょう

磐
ばん

線
せん

）でした。
　鉄道の開通によって東

とう
京
きょう

や横
よこ

浜
はま

などの大消費地と直結。い
わき地方における石炭採掘の
ために大資本が相次いで投入さ
れ、石炭増産を促します。明治
16（1883）年から同28（1895）年まで
は５万トン前後で推移した常磐
炭田における年間出炭量が、鉄
道開通後の明治30年に６万トン、
同31（1898）年に35万トンと飛躍的
に増加することとなりました。（写

真1-6-7）

　これに伴い、いわき地方にお

いて品
しな

川
がわ

白
しろ

煉
れん

瓦
が

製
せい

造
ぞう

所
しょ

が明治38（1905）年に、磐
いわ

城
き

セメント四
よつ

倉
くら

工
こうじょう

場が明治41（1908）年に、それぞれ設
置されるなど、ガラス、耐火煉瓦、セメント、製糸
などの製造業が活発になりました。（84、92ページ参照）

（写真1-6-8）

　産業の活発化に伴い、これを後押しする電気
業、銀行業などの事業も興りました。明治44（1911）

年には磐
いわ

城
き

電
でん

気
き

が送電を始めました。また、明
治29（1896）年3月、当地方で初めての本格的な銀
行となった磐

いわ
城
き

銀
ぎん

行
こう

、次いで同年11月に平
たいら

銀
ぎん

行
こう

が開設されたのを皮切りに、次々と
銀行が開設しました。明治42 （1909）

年10月には、湯本郵便電話局が一般
電話を開始し、次いで平町に電話が
通じました。（写真1-6-9）

　明治44（1911）年3月には、平町を会
場にして「福島県第4回農

のう
産
さん

物
ぶつ

品
ひん

評
ぴょう

会
かい

」が開かれ、大勢の人が集まって新
しい時代の到来を実感する機会となり

■写真1-6-7　物見ヶ岡から見た平（現いわき）駅　〔明治時代末期〕

■写真 1-6-8　品川白煉瓦湯本支工場（湯本駅前）　〔明　
　治 44(1911) 年頃　郵便絵はがき　清光堂支店発行〕

■写真1-6-9　平町特設電話開通記念　〔明治時代末期　郵便絵はがき　平 
　郵便局発行〕
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ました。（写真1-6-10）

　明治35（1902）年、県内漁業を産業と
して発展させるための試験・研究・指導
機関として、福

ふく
島
しま

県
けん

水
すい

産
さん

試
し

験
けん

場
じょう

が小名
浜に設置されました。これにより、い
わきの特産であった鰹

かつお
節
ぶし

の品質改良が
行われ、東京市場にも送られ人気を集
めました。また、明治40年代になると
漁船の動力化が進み、打

うた
瀬
せ

網
あみ

、サンマ
流し網などの漁法も取り入れられました。
（写真1-6-11、 12）

　歌人の天
あま

田
だ

愚
ぐ

庵
あん

や地方史、漢詩、絵画などの幅広い創作活動をした大
おお

須
す

賀
が

筠
いん

軒
けん

は、新しい明治の息吹

を今日に伝える資料を残しました。

7 「大正デモクラシー」と好不況の波（大正時代）
（1） 第一次世界大戦が及ぼした経済活況
　大正時代は15年間という短い期間でしたが、この大正時代を中心に明治時代末期から昭和時代初期ま
での間は、都市住民の増加や働く人々の権利意識・労働条件改善、映画や自動車などの文化や交通の発
達など、多方面にわたり民主主義や労働運動が活発になり、自由な考え方が広がっていきました。これら
の風潮をあらわす言葉として「大正デモクラシー」という言葉がもてはやされました。
　一方、大正時代は、好不況の起伏が激しい時代でもありました。激動の原因となったのが、大正3―7
（1914-18）年、ヨーロッパを中心に起こった第

だい
一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

でした。明治時代末期に起こった日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

後の
不景気は、この第一次世界大戦の開始により解消されました。戦線の中心であるヨーロッパから遠く離れ
ていたため、ほとんど被害を受けることがなかったことに加え、関係国に物資を供給する、いわば好景気

■写真 1-6-10　福島県第４回農産物品評会の開催に際して発行された
　絵はがき　〔明治44(1911)年3月　郵便絵はがき　石城郡協賛会発行〕

■写真 1-6-11　小名川べり（写真右）に設置された福島県
　水産試験場　〔明治時代末期　郵便絵はがき　清光堂発
　行〕

■写真 1-6-12　漁船でにぎわう小名浜海岸　〔大正時代初
　期　郵便絵はがき　樋口商店発行〕
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を生み出す要素があったことによるものです。
　この時期、炭鉱や鉄道、製鉄業、製糸業などを中心に資本が投下され、日本中が好景気で沸きました。
いわき地方では、大

だい
日
に

本
ほん

炭
たん

礦
こう

㈱がこの好景気に乗って勿
な

来
こそ

町
まち

大字酒
さか

井
い

に勿
な

来
こそ

礦
こう

を興
おこ

したのを皮切りに好
よし

間
ま

村
むら

大字北
きた

好
よし

間
ま

や磐
いわ

崎
さき

村
むら

大字藤
ふじ

原
わら

に相次いで進出し、大規模炭鉱にまで成長しました。大手の古
ふる

河
かわ

鑛
こう

業
ぎょう

（合資→㈱）が好間村に古
ふる

河
かわ

好
よし

間
ま

炭
たん

礦
こう

を開いたのもこの時期でした。
（写真1-7-1）

　農村では養蚕が盛んとなり、次々
と桑畑が拡張されました。活発な
養蚕業を活かすため、昭和時代初
期には平町に片

かた
倉
くら

磐
いわ

城
き

製
せい

糸
し

平工場
が設立されました。

（2） 通信・交通の発達、教育・文
化の広がり
　いわき地方においては、明治時

代に活性化をもたらした石炭産業が大正時代になると隆盛を極め、連動して電気業などの新しい事業が
相次いで興

おこ
りました。

　また、社会資本の整備も行われました。大正10（1921）年、平町で水道による給水が開始。平（現いわき）

駅前に自
じ

働
どう

電
でん

話
わ
（大正14年に公衆電話と改称）

が設置されたのは、大正11（1922）年でした。
本格的な病院である磐

いわ
城
き

共
きょう

済
さい

病
びょう

院
いん

は、
大正14（1925）年に平町に開設されました。
　交通の整備も進みました。中

なか
通
どお

りと浜
はま

通
どお

りを結ぶ平
へい

郡
ぐん

線
せん

（全通して磐
ばん

越
えつ

東
とう

線
せん

と改称）

は、大正６（1917）年に開通し、平町は両
地域を結ぶ中継地として大きく発展しまし
た。これまでの国道14、15号路線が一本
化され、国道６号線（現国道６号）と改称さ
れたのは、大正９（1920）年のことでした。（写
真1-7-2）

　教育面では、中学校令、高等女学校令、実業学校令が改正され、充実が図られました。こうしたなか、
大正９年には県立の平商業学校が設置されました。
　また、この時代は新しい文化が起こった時期でもありました。明治45（1912）年から大正時代初期までの
５年余り、山

やま
村
むら

暮
ぼ

鳥
ちょう

が滞在。文学活動を通じていわき地方の青年と交わり、このなかから三
み

野
の

混
こん

沌
とん

、吉
よし

野
の

せい、猪
い

狩
がり

満
みつ

直
なお

などの文学者が育ちました。（写真1-7-3）

　茨
いばら

城
き

県
けん

生まれで、後に多くの童謡を作詞した野
の

口
ぐち

雨
う

情
じょう

は、大正時代に湯
ゆ

本
もと

町
まち

に３年半の間過ごし、詩

■写真 1-7-2　北側から見た江田信号場　〔大正 6(1917) 年〕

■写真 1-7-1　古河好間炭礦の炭鉱施設群　写真奥に好間市街が見えます。　
　〔昭和時代初期　郵便絵はがき　古河好間炭礦㈱発行〕
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作を練っていました。
（3） 景気が回復せず、昭和時代へ
　大正12（1923）年９月に発生した関

かん
東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

に
よって東京、横浜など関東地方は大きな被害を
受け、鉄道を中心とした交通は大きな打撃を受け
ました。この代わりとしてアメリカから輸入された
のが自動車でした。道路が確保されれば便利な
乗り物である自動車は、たちまち用途に応じて乗
合バスやタクシー、貨物自動車を中心にいわき地

方にも広がりました。
  関東大震災の復興支援のためには、
いわき産の魚や木材が盛んに関東地方
へ送り込まれました。
　しかし、経済的には大戦が終結した
後の大正９（1920）年以降、戦争景気の
反動として生産が消費を上回った結果、
物価が下落し、失業者が増える事態と
なりました。大正時代後期にはこの不
景気から脱することができず、昭和時
代初期における経済の混乱期へとつな
がっていきます。
　こうした不景気を振り払おうと、大正
14（1925）年４月には、平町で「国

こく
産
さん

奨
しょう

励
れい

勧
かん

業
ぎょう

大
だい

博
はく

覧
らん

会
かい

」が開催されました。（写真1-7-4）

8 昭和恐慌を経て、濃くなる戦時色（昭和時代前期）
（1） 不景気を脱し、好景気をもたらした大陸進出

　昭和時代に入ると、昭和２（1927）年には極度の不景
気で金融機関が機能停止する「金

きん
融
ゆう

恐
きょう

慌
こう

」、昭和４
（1929）年には不景気が世界中に広がる「世

せ
界
かい

恐
きょう

慌
こう

」
と続きました。不景気は地方にも及び、いわき地方に
おいても工場の破産が続出、経済は混乱が続き、㈱
平
たいら

銀
ぎん

行
こう

や㈱磐
いわ

城
き

銀
ぎん

行
こう

、㈱磐
ばん

越
えつ

銀
ぎん

行
こう

などが相次いで
倒産しました。農村においても繭

まゆ
の値段が大きく落ち

込み、加えて冷害によって作物がとれなくなる事態が
続き、経済の行きづ詰まりはいわき地方全体に広がり
ました。（写真1-8-1）

■写真 1-7-3　猪狩満直詩碑の除幕式　〔平成 14(2002) 年 4 月
　いわき市撮影〕

■写真 1-7-4　国産奨励勧業大博覧会の産業館前　〔大正 14(1925) 年 4 月
　郵便絵はがき　八巻写真部発行〕

■写真 1-8-1　㈱平銀行は㈱常磐（後の㈱常陽）銀行に吸
　収　〔大正時代　郵便絵はがき〕
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3

石
炭
採
掘
と
温
泉
確
保
の

　
　
　
　
　共
存
共
栄
を
願
っ
て

　湯本は古くから温泉
という固有の財産を持
つ地域でした。明治時
代以降、産業の近代化
や交通の発達は、温泉
の存在を高めることに
なりましたが、湯本の
場合には同じ地下に石
炭層が眠っていて、石
炭採掘に際して湯

ゆ
脈
みゃく

と
遭
そう

遇
ぐう

して出
しゅっ

水
すい

し、旅館の温泉が止まる事態が発生しました。これが、炭鉱会社
と温泉旅館などの温泉利用者との利害対立となったのです。（ 写真1-8-2、 図 1-8-
1）

　これを調整する
ため、炭鉱会社は
温
おん

泉
せん

救
きゅう

済
さい

基
き

金
きん

を
給付することにな
り、その受

う
け皿

ざら
と

して大正２(1913)年
５月に「湯

ゆ
本
もと

区
く

会
かい

」
（昭和23 〔1948〕 年に

「湯
ゆ

本
もと

財
ざい

産
さん

区
く

」と改称）

が設置されました。

　しかし、次第に温泉だけでなく井戸水さ
えも汲

く
み上げるのに苦慮するようになり、こ

のため湯本村民は「湯
ゆ

本
もと

温
おん

泉
せん

鑿
さく

井
い

期
き

成
せい

同
どう

盟
めい

会
かい

」を結成して、独自の温泉掘削を村や湯
本区会に働きかけました。しかし、村も区
会も炭鉱会社から財政や施設建設などの支

雨水 

阿武隈高地 

自噴 

湯本温泉 

太平洋 

いわき 

常磐線 

湯の岳 

基盤岩(花崗岩) 

湯 

本 

断 

層 

・ 

■図 1-8-1　温泉と石炭の関係図　〔『常磐湯本温泉史』を一部改変して引用〕

■写真1-8-2　内郷村大字綴字堀坂における三星
　炭鑛の噴湯　三星炭鑛は湯脈に遭遇し、閉山に
　追い込まれました。　〔大正２(1913) 年ごろ　郵
　便絵はがき　沼知写真館発行〕
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2

国
に
編
入
さ
れ
た
入
会
地
を

　
　
　
　村
に
戻
す
運
動
を
展
開

援を受けて関係を深めており、
容易に解決策を見出せません
でした。
　このため、商店街の有志は
大正８(1919)年3月に「湯

ゆ
本
もと

町
まち

愛
あい

湯
ゆ

会
かい

」を、さらに湯本村の
有志は同年５月に「湯

ゆ
本
もと

保
ほ

全
ぜん

同
どう

盟
めい

会
かい

」を結成し、炭鉱と対
立するのではなく、共

きょう
存
ぞん

共
きょう

栄
えい

のための温泉復活工事につい
て、陳情や折

せっ
衝
しょう

を繰り返しま
した。（写真1-8-3）

　この結果、湯本町愛湯会が
湯本区会に工事を依頼し、実際には炭鉱会社の入

いり
山
やま

採
さい

炭
たん

㈱（昭和 19 〔1944〕 年に磐
いわ

城
き

炭
たん

礦
こう

㈱と合併して

常
じょう

磐
ばん

炭
たん

礦
こう

㈱）が技術支援するカタチで、昭和 11(1936) 年４月に温泉掘削工事が開始されました。
　しかし温泉掘削工事は、湯本町が抱えていた平

へい
小

しょう
鉄
てつ

道
どう

（平
たいら

−小
お

名
な

浜
はま

を結ぶ鉄道敷設の予定線）の湯
ゆ

本
もと

回り案をめぐって町議会が紛
ふん

糾
きゅう

して、湯本町における他の課題への対応も絡み、町内の対立構図
に巻き込まれていくようになってしまいます。こうして工事は昭和 13(1938) 年夏には中断し、翌年には
湯本町愛湯会の活動も停止してしまいます。
　この時期、戦時色が濃くなり、戦争維持の
ためには温泉資源よりも石炭資源の重要性が国
レベルで唱えられるようになり、政府は石炭増
産政策を推進するため、石炭産業への支援を
強めていきます。
　このような状況のなか、湯本市街地下に鉱

こう

業
ぎょう

権
けん

（登録を申請して得た一定の区域において、地

下鉱物などを採掘し、取得できる権利）を持つ入山
採炭㈱は湯本町との間で、昭和17(1942)年12月、
採掘と引き換えに、湯

ゆ
本
もと

礦
こう

第６坑の坑内から地表に放出した排温泉水を新たな温泉管で送湯すると
いう内容の協定書を結ぶに至り、全面的な解決を図ることができたのです。（写真1-8-4）

　同じ地下に存在する温泉と石炭という二つの地域資源。対立から共存へ、という長い間の模索は、
後の常磐炭礦㈱から転換した常磐興産㈱が持つ常磐ハワイアンセンター（現スパリゾートハワイアンズ）

と湯本温泉街との共存というテーマに活かされていくことになります。

■写真 1-8-3　湯本川に放出される排温泉水　第六坑の掘削中に湧き出た排温 
　水を川に放出して、“にわか露天湯”となりました。鉄道は専用鉄道向田線で、
　現在の「市石炭・化石館」付近です。　〔昭和 10(1935) 年ごろ〕

■写真1-8-4　湯本温泉坑口　〔昭和51(1976)年７月　いわ
　き市撮影〕
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　こうした苦
く

境
きょう

を救うために、各市町村には経
けい

済
ざい

更
こう

生
せい

委
い

員
いん

会
かい

が置かれ、道路工事、堤防工事
などの公共事業が盛んに行われる一方、生活
のなかで無

む
駄
だ

遣
づか

いをなくし、葬
そう

儀
ぎ

や婚
こん

礼
れい

、祝
賀会など、各種儀式を簡単にするなどの改善が
叫ばれ、いわき地方においても、上

じょう
意
い

下
か

達
たつ

（組

織上位者の命令や言葉などを下位者に伝えて、意
い

志
し

疎
そ

通
つう

を図ること）のシステムにより実施されまし
た。
　昭和６（1931）年９月、日本軍と中

ちゅう
華
か

民
みん

国
こく

の武
力衝突による「満

まん
州

しゅう
事
じ

変
へん

」が中国大陸の北部・
満州で起こり、日本軍が勝利。
翌年日本の意向に沿う「満

まん
州

しゅう

国
こく

」が成立すると、新しい投
資が大陸へ向かうようになり、
また農山漁村の人々を対象と
した匡

きょう
救
きゅう

（公共）事業の投入に
よって、国内景気も上向きにな
ります。（写真1-8-5）

　これに伴い常磐炭田の炭出
量も増加。海上輸送再開の機
運が高まりました。当時の新
聞は常磐炭田のライバルとし
て、撫

ぶ
順
じゅん

の石炭を挙げており、後年、奇しくも、石炭産出地という共通を持った友好都市の締結につながっ
ていくことになります。（６ページを参照）

　小名浜港では昭和２（1927）

年に第２種 重
じゅう

要
よう

港
こう

湾
わん

の指定
を受け、昭和４（1929）年から
3,000ｔふ頭

とう
の建設を含む第

一期修築工事が進められてい
ました。当初こそ不景気の影
響により予算が削減されるこ
とがありましたが、関係者の
決死の努力（40、 41ページを参

照）により解消され、工事は昭
和13（1938）年に完成。さらに、
拡充が望まれましたが、戦時

■写真 1-8-6　小名浜港修築工事の竣工式　〔昭和 13(1938) 年 5 月〕

■写真 1-8-5　鮫川堰暗きょ工事（上遠野村大字滝）　堰は農
　業用水路として建設され、途中小名浜に進出した日本水素
　工業㈱の支援を受け工業用水としても使われました。　〔昭
　和９(1934) 年　鮫川土地改良区所蔵〕

■写真 1-8-7　イワシの水揚げ（小名浜港）　〔昭和時代初期　郵便絵はがき〕
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色が濃くなり、事業は停滞していきました。（写真1-8-6）

　漁業は大正14（1925）年にトロール船が導入されるなど、新しい漁法が開発され、特に、沖合に出て魚の
群
むれ

を網で巻き上げて獲
と

る揚
あ

繰
ぐり

網
あみ

漁
りょう

法
ほう

が昭和２年から取り入れられてから、いわき地方におけるイワシの
豊漁が続きました。（写真1-8-7）

　いわき地方で確保できる豊富
な石炭、水や港湾の整備や陸上
交通の発達は、工場進出のため
の有利な立地条件となりました。
昭和９（1934）年には錦

にしき
村
むら

に昭
しょう

和
わ

人
じん

絹
けん

錦
にしき

工
こう

場
じょう

（クレハいわき工場）、
昭和13年には小

お
名
な

浜
はま

町
まち

に日
に

本
ほん

水
すい

素
そ

工
こう

業
ぎょう

（現日本化成）小
お

名
な

浜
はま

工
こう

場
じょう

が進出し、後の臨海工業地帯
発展の基礎を築きました。（75、 81

ページを参照）（写真1-8-8、 9）

　鉱工業や漁業が活況をみせるようになると
企業進出地区や周辺地区の人口が増え、大正
時代から昭和時代にかけて村から町への昇格
が続きました。湯本村が大正11（1922）年８月に、
江名村が大正12（1923）年３月に、鮫川村が植
田町と改称して大正12年４月に、窪田村が勿
来町と改称して大正14（1925）年５月に、錦村が
昭和15（1940）年４月に、豊間村が昭和15年５月
に、内郷村が昭和17（1942）年８月に、それぞれ
単独で町制を果たしました。

　昭和12（1937）年６月には、平
たいら

町
まち

が
隣村の平

ひら
窪
くぼ

村
むら

を編入して、いわき
地方で最初に市制を施行しました。
（写真1-8-10）

■写真1-8-8　昭和人絹錦工場の作業場（錦村）　〔昭和10(1935)年ごろ　郵便絵は
　がき　昭和人絹㈱発行〕

■写真 1-8-9　小名浜海岸から見る日本水素工業㈱　小名浜工場　
　〔昭和 13(1938) 年　郵便絵はがき〕

■写真1-8-10　平市市制施行記念の絵はがき「躍進平市風景愛郷画状」　〔昭和
　12(1937) 年 6 月　郵便絵はがき〕
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４

商
港
築
港
の
復
活
を
め
ざ
し
た
、

　
　
　
　
　小
名
浜
「
白
た
す
き
隊
」

　小名浜港における商
港化の第一歩は、昭和
２(1927)年11月、第２種
重要港湾（関係地方で管

理し、国庫から相当補助

すべきもの）として内務
省告示されたことに始
まります。これを受け、
昭和４(1929)年度から６
か年計画、総工費388
万円が決定し、昭和４

年５月には盛大な起工式が行われました。（写真1-8-11）

　しかし、同年７月に内閣が変わり、超
ちょう

緊
きん

縮
しゅく

財
ざい

政
せい

が打ち出され、当該（昭和４）年
度予算65万円は５万円余と大幅に減額されてしまいました。
　当時は金

きん
融
ゆう

恐
きょう

慌
こう

が起こり、日本の行財政をどのように立て直すか、二大政党
であった立

りっ
憲
けん

政
せい

友
ゆう

会
かい

と立
りっ

憲
けん

民
みん

政
せい

党
とう

が対立しており、政権が変わると、大幅な方針
転換が起こっていました。そのさなかにおける措置でした。
　この措置に危機感を抱いた小名浜町民や関係者は県知事に面談し、実状を訴え
ましたが、内閣の方針であり地方長官では力が及ばない、予算権を持つ本省への
陳情しか方策がない、と訴えは退けられました。
　このため、小

お
名
な

浜
はま

尋
じん

常
じょう

高
こう

等
とう

小
しょう

学
がっ

校
こう

の校庭で町民大会による報告会を開き、
内務省への陳情を行うこととしました。陳情団217人は分散して上京。同年７月16
日未

み
明
めい

、東京・代
よ

々
よ

木
ぎ

ケ
が

原
はら

に、白たすきに白鉢巻姿で集結しました。（写真1-8-12）

■写真 1-8-11　小名浜港修築工事の起工式　〔昭和 4(1929) 年 5 月〕


